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高橋葉子　近代能楽観世流のフシの統一

は
じ
め
に

謡
に
は
大
小
様
々
の
フ
シ
が
あ
り
、そ
の
フ
シ
の
扱
い
に
も
多
彩
な
技
巧
が
あ
る
。
謡

の
表
現
力
を
生
み
出
す
フ
シ
や
技
巧
は
、時
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
観
世
流
で
明
和
か
ら
大
正
期
ま
で
存
在
し
、
現
在
で
は
忘
れ
ら

れ
た
或
る
種
の
ウ
キ
の
フ
シ（2）
を
紹
介
し
て
、
謡
表
現
の
変
遷
を
た
ど
る
第
一
歩
と
し
た

い
。現

在
の
謡
本
に
は
体
系
的
に
整
備
さ
れ
た
記
譜
（
節
付
）
が
細
か
く
施
さ
れ
、表
現
上

の
注
意
な
ど
も
添
え
ら
れ
て
、
謡
本
は
、
誰
も
が
規
範
通
り
に
謡
え
る
教
科
書
的
存
在
と

な
っ
て
い
る
が
、
謡
本
に
節
付
や
表
現
の
細
か
な
指
示
が
記
さ
れ
て
公
刊
さ
れ
た
の
は
、

観
世
流
一
五
世
宗
家
観
世
元
章
（
享
保
七
（
一
七
二
二
）
―
安
永
三
（
一
七
七
四
））
に

よ
る
明
和
改
正
謡
本
な
ど
ご
く
一
部
の
も
の（3）
を
除
け
ば
、
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

明
和
改
正
謡
本
は
、謡
曲
本
文
の
大
幅
な
改
変
が
不
評
を
買
っ
て
元
章
の
没
後
間
も
な

く
廃
止
さ
れ
た
が
、音
楽
的
に
は
現
在
の
観
世
流
の
記
譜
法
の
基
礎
と
な
っ
た
有
意
義
な

本
で
あ
り
、
江
戸
後
期
の
謡
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
現
在
全

く
謡
わ
れ
な
く
な
っ
た
フ
シ
も
認
め
ら
れ
る
。本
稿
で
論
題
と
す
る
ヨ
ワ
吟
中
音
部
の
特

定
の
ウ
キ

―
ヨ
ワ
吟
の
中
音
フ
レ
ー
ズ
内
で
一
時
的
に
音
を
浮
か
せ
、再
び
中
音
に
戻

る
フ
シ

―
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
フ
シ
が
、
大
正
九
年
、
観
世
流
二
四

世
宗
家
観
世
元
滋
（
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
―
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
））
に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た
「
大
正
改
版
観
世
流
謡
曲
正
本
」
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
先
ず
第
一
章
で
、明
和
改
正
謡
本
と
い
く
つ
か
の
謡
伝
書
を
も
と
に
こ
の
フ

シ
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、大
正
期
ま
で
こ
れ
が
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
第

二
章
で
は
、
近
代
謡
本
の
記
譜
を
比
較
し
、
大
正
期
に
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
経
緯
を
探
索

近
代
能
楽
観
世
流
の
フ
シ
の
統
一
│
ウ
キ
を
め
ぐ
っ
て

│

高
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録
音
や
映
像
記
録
の
な
い
時
代
、
謡
の
実
技
は
口
承
に
よ
っ
て
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
楽
譜
と
し
て
機
能
す
べ
き
謡
本
も
、
そ
の
記
譜
法
は

体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、ご
く
基
本
的
な
旋
律
以
外
、細
か
な
節
付
は
秘
伝
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
謡
本
の
節
付
（
記
譜
）
が
公
開
さ
れ
、記

譜
法
の
整
備
が
進
ん
だ
の
は
明
治
も
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、メ
ロ
デ
ィ
ー
や
技
巧
な
ど
謡
の
実
際
は
、人
に
よ
り
地
域
に
よ
り
様
々

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

能
楽
観
世
流
二
四
世
宗
家
観
世
元
滋
は
、
当
時
多
く
の
会
派
を
擁
し
全
国
的
に
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
観
世
流
の
組
織
的
・
芸
態
的
統
一
を
遂
行
し

た
。
音
楽
的
に
は
、
謡
い
方
の
統
一
を
進
め
、
記
譜
法
を
改
訂
し
、
流
儀
の
正
本
と
し
て
の
謡
本
を
新
た
に
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ツ
ヨ
吟

の
古
い
謡
い
方
が
淘
汰
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
が
一
方
ヨ
ワ
吟
に
関
し
て
は
、
従
来
、
流
儀
統
一
の
影
響
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た（1）
。
本
稿
で
は
、
ヨ
ワ
吟
の
「
ウ
キ
（
浮
き
）」
の
フ
シ
の
う
ち
、
江
戸
後
期
に
謡
わ
れ
て
い
た
特
定
の
フ
シ
が
元
滋
に
よ
っ
て
廃

止
・
統
一
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
近
代
に
お
い
て
謡
の
表
現
が
た
ど
っ
た
変
化
と
組
織
的
統
一
に
つ
い
て
考
証
す
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕 
明
和
改
正
謡
本
、『
そ
な
へ
は
た
』、
観
世
流
改
訂
本
刊
行
会
、
観
世
元
章
、
岩
井
直
恒
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す
る
。

こ
の
フ
シ
に
は
名
称
が
な
い
の
で
、私
に
ウ
キ
節

0

0

0

と
仮
称
し
た
い
。
ウ
キ
の
音
が
経
過

音
と
し
て
で
は
な
く
フ
シ
と
し
て
謡
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
呼
称
で
あ
る
。
ウ
キ
節

0

0

0

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
上
・
中
・
下
音
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
総
称
と

し
て
こ
れ
を
用
い
、
本
稿
で
専
ら
論
題
と
す
る
中
音
フ
レ
ー
ズ
に
お
け
る
ウ
キ
節

0

0

0

は
、
必

要
に
応
じ
て
中
音
の
ウ
キ
節

0

0

0

0

0

0

等
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

な
お
、明
和
改
正
謡
本
に
は
ツ
ヨ
吟
の
ウ
キ
に
お
い
て
も
現
行
と
は
異
な
る
用
法
が
見

ら
れ
る
が
、
今
回
は
調
査
が
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
論
じ
る
の
は
ヨ
ワ
吟
に
関
し

て
の
み
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
こ
の
フ
シ
に
つ
い
て
は
「『
そ
な
へ
は

た
』
を
現
代
語
訳
す
る
試
み
」
で
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
の
で
、同
稿
と
重
複
す
る
内
容

が
あ
る
事
を
お
赦
し
い
た
だ
き
た
い（4）
。

　

凡
例

・  

本
稿
で
は
ウ
キ
節
と
い
う
仮
称
以
外
は
、特
に
断
り
の
な
い
限
り
現
行
の
観
世
流
の
音

名
・
フ
シ
の
名
称
を
用
い
る
。

・  

本
稿
で
は
音
階
の
上
音
・
中
音
・
下
音
お
よ
び
ク
リ
音
を
「
主
要
音
」
と
呼
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
音
を
核
と
す
る
音
域
を
「
音
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

・  

本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る
の
は
ヨ
ワ
吟
の
み
で
あ
る
の
で
、
特
に
必
要
の
な
い
限
り
、

ヨ
ワ
吟
の
断
り
書
き
を
省
略
し
た
。

・  

節
付
及
び
音
位
記
号
は
ウ
、上
の
よ
う
に
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。
曲
名
は
《　

》
で
示

し
た
。

・
引
用
資
料
中
の
傍
線
・
傍
点
・
括
弧
内
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

・
本  

稿
で
は
謡
本
と
団
体
名
の
略
称
を
以
下
の
通
り
と
し
た
。 

明
和
改
正
謡
本
…
明
和
本　
　
　

観
世
流
大
成
版
謡
本
…
大
成
版　
　
　

大
正
改

版
観
世
流
謡
曲
正
本
…
元
滋
本　
　
　

明
治
三
二
年
檜
常
之
助
刊
観
世
清
廉
訂
正

本
…
清
廉
本　
　
　

観
世
流
改
訂
謡
本
…
改
訂
謡
本　
　
　

解
説
参
考
謡
本
…
参

考
本　
　
　

明
治
一
八
年
一
一
月
小
梅
洲
刊
謡
本
…
梅
若
本　
　
　

観
世
流
改
訂

謡
本
刊
行
会
…
刊
行
会

一　

明
和
改
正
謡
本
に
見
る
ウ
キ
節

本
章
の
構
成
と
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
1
節
で
は
、明
和
改
正
謡
本
（
明
和
本
）
に
お
い
て
ウ
の
記
号
が
ど
の
よ
う
な
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
か
を
解
読
、
分
類
し
、
現
在
謡
わ
れ
な
い
中
音
の
ウ
キ
節
の
存
在
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
こ
の
フ
シ
が
相
当
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
が
一
般
的
に
定

着
し
て
い
た
フ
シ
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

第
2
節
で
は
、
明
和
本
一
〇
曲
か
ら
中
音
の
ウ
キ
節
を
取
り
出
し
て
、
こ
の
フ
シ
に
二

種
類
の
典
型
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
謡
い
方
と
特
徴
を
、
文
化
文
政
期
の
伝

書
を
も
と
に
考
察
し
た
。

第
3
節
で
は
、
ウ
キ
の
音
程
に
つ
い
て
、
現
在
と
同
じ
長
二
度
程
度
で
あ
る
こ
と
を
推

測
し
た
。
ま
た
ウ
キ
節
の
表
現
効
果
を
指
摘
し
た
。

第
4
節
で
は
大
正
期
の
謡
伝
書
『
謡
曲
秘
伝
書
』
を
主
な
資
料
と
し
て
、こ
の
フ
シ
が

近
代
ま
で
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
（
1
）
明
和
改
正
謡
本
の
「
ウ
」

明
和
改
正
謡
本
の
節
付
に
つ
い
て

十
五
世
観
世
大
夫
元
章
に
よ
っ
て
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
明
和
本
に

は
、
直
シ
と
い
わ
れ
る
謡
の
フ
シ
を
指
示
す
る
補
助
記
号
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
。
が
、

明
和
本
以
前
の
版
本
の
記
譜
は
、元
禄
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
当
流
拾
遺
大
成
謡
』
と
通

称
さ
れ
る
一
連
の
版
本（5）
な
ど
ご
く
一
部
の
本
を
除
い
て
は
、
ゴ
マ
点
（　

、　

等
）
と
そ

の
変
形
で
あ
る
マ
ワ
シ
（　

）
や
フ
リ
（　

）
な
ど
の
章
譜
（
胡
麻
譜
）
と
、
上
・
下
・

ハ
ル
・
ク
ル
な
ど
音
系
を
示
す
記
号
の
、
基
本
的
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た（6）
。
章
譜
は
基
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本
的
に
シ
ラ
ブ
ル
を
示
し
、ま
た
そ
の
向
き
や
形
に
よ
っ
て
音
の
動
き
方
の
イ
メ
ー
ジ
を

表
す
も
の
で
も
あ
る
。
上
・
下
等
の
記
号
は
上
音
・
下
音
等
の
音
位
と
そ
の
音
を
核
と
し

た
音
系
（
音
域
）
を
示
し
、旋
律
の
骨
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
基
本
的
な
節
付

は
、
観
世
流
で
は
、
江
戸
初
期
に
九
世
観
世
身
愛
（
黒
雪
）
が
整
備
し
刊
行
し
た
通
称

『
元
和
卯
月
本
』
以
来
、
ほ
と
ん
ど
変
化
す
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
以
上
の
細
か
い
フ
シ
を
示
す
補
助
記
号
（
直
シ
）
は
秘
伝
に
属
し
、師
が

謡
本
に
書
き
込
ん
で
弟
子
に
与
え
た
り
、弟
子
自
身
が
心
覚
え
に
書
き
留
め
た
り
と
い
う

方
法
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
元
章
は
、
そ
う
し
た
謡
本
の
閉
鎖
性
を
一
新
し
、

謡
本
に
詳
細
な
記
譜
を
施
し
て
公
に
し
た
の
で
あ
る
。明
和
本
で
明
記
さ
れ
た
主
な
記
号

は
、
浮
キ
（
ウ
）、
落
シ
（
ヲ
）、
イ
ロ
（
イ
）、
ア
タ
リ
（
ア
）、
入
マ
ワ
シ
（　

）、
中

マ
ワ
シ
（　

）、
引
キ
（　

、　

）
な
ど
の
補
助
記
号
、
お
よ
び
中
、
下
ノ
中
な
ど
の
音

位
記
号
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
同
種
の
フ
シ
に
別
の
記
号
が
書
か
れ
た
り
、
一
方
は
何
も

書
か
れ
な
か
っ
た
り
、
逆
に
不
要
な
記
号
が
書
か
れ
た
り
と
、
そ
の
体
系
性
は
十
分
と
は

い
え
な
い
。
が
、明
和
本
は
宗
家
自
身
の
記
譜
に
よ
り
公
刊
さ
れ
た
素
性
の
明
確
な
本
で

あ
り
、そ
の
節
付
が
当
時
の
観
世
流
の
規
範
的
な
節
付
と
見
な
し
得
る
と
い
う
意
味
で
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
問
題
に
す
る
フ
シ
は
先
述
の
『
当
流
拾
遺
大
成
謡
』
な
ど
に

も
確
認
で
き
る
の
で
、
明
和
本
が
初
出
と
は
言
え
な
い
が
、
今
述
べ
た
よ
う
な
来
歴
の
確

実
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
明
和
本
を
も
と
に
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

『
そ
な
へ
は
た
』
に
よ
る
解
読

明
和
本
の
ウ
に
は
現
行
の
音
進
行
に
一
致
し
な
い
、明
ら
か
に
用
法
の
異
な
る
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
を
解
読
す
る
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、明
和
本
と
同
時
代
の
謡
伝
書

『
そ
な
へ
は
た（7）
』
で
あ
る
。

『
そ
な
へ
は
た
』
は
、
京
都
で
観
世
流
の
地
謡
方
と
し
て
、
ま
た
謡
教
授
の
家
と
し
て

江
戸
中
期
か
ら
近
代
に
わ
た
っ
て
隆
盛
し
た
岩
井
七
郎
右
衛
門
家
の
謡
伝
書
で
あ
る
。著

者
の
岩
井
直
恒
（
享
保
一
三
（
一
七
二
八
）
―
享
和
二
（
一
八
〇
二
））
は
岩
井
家
の
四

代
目
当
主
で
、
宝
暦
一
一
年
頃
に
は
江
戸
へ
出
て
元
章
に
師
事
し
、
元
章
か
ら
謡
の
才
を

認
め
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
在
府
中
に
は
明
和
本
の
下
書
き
を
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
の
改
訂
内
容
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。『
そ
な
へ
は
た
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
連

の
謡
伝
書
の
制
作
や
、直
恒
自
身
に
よ
る
謡
本
の
改
章
事
業
（
改
章
さ
れ
た
謡
本
の
現
存

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
）
は
、明
和
本
へ
の
批
判
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る（8）
。
が
、『
そ
な
へ
は
た
』
は
、
謡
の
音
楽
理
論
の
体
系
化
を
試
み
た
、
こ

の
時
代
に
は
類
を
み
な
い
理
論
書
で
あ
り
、
明
和
本
に
批
判
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
当
時

の
観
世
流
の
謡
の
構
造
と
実
際
を
伝
え
る
極
め
て
重
要
な
書
な
の
で
あ
る
。

『
そ
な
へ
は
た
』「
音
の
部
」
に
書
か
れ
た
ウ
に
対
す
る
説
明
を
見
て
み
よ
う
。
説
明
は
二

項
目
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
記
載
順
に
従
っ
て
①
②
と
し
た
。②
は
い
く
つ
も
の
内
容
に
分

か
れ
る
の
で
、
ウ
キ
節
に
関
係
の
あ
る
三
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
各
々
ａ
ｂ
ｃ
と
し
た
。

資
料
1
『
そ
な
へ
は
た
』「
音
の
部
」

①　

ウ　

七
の
音
以
下
よ
り
六
の
音
へ
上
る
印
な
り
。

②　

  

ウ　

四ａ
の
音
と
六
の
音
と
の
間
に
あ
り
て
五
の
音
也
。六
の
音
の
所
に
あ
り
て
同

じ
く
ウ
と
印
す
ゆ
へ
に
、
八
の
音
よ
り
六
の
音
へ
上
る
ウ
と
紛
れ
安
し
。
此ｂ
音
は

六
の
音
の
所
に
、
ハ
ル
入
の
二
、三
字
前
に
あ
り
て
、
此
印
よ
り
上
音
に
な
る
ま

で
幾
字
に
て
も
此
音
也
。
四ｃ
の
音
に
な
ら
ぬ
所
に
あ
れ
ば
、　

、
ア
、　

、　

、

　
　

等
の
有
所
ま
で
此
音
な
り
。
四
の
音
の　

、　

、
此
音
へ
下
る
。
又
、
文
句

の
頭
よ
り
二
字
目
に
ハ
ル
あ
れ
ば
、
頭
字
の　

、
此
音
へ
上
る
也
。
入
の
前
の
下

章
も
同
断
な
り
。

『
そ
な
へ
は
た
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
謡
の
構
成
音
を
十
段
に
配
置
し
、
そ
の
配
当
し

た
数
字
を
用
い
て
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。十
段
音
法
と
い
う
一
種
の
音
階

論
で
あ
る
。
同
書
の
解
説
を
も
と
に
、十
段
音
法
の
数
字
を
現
行
の
音
名
に
対
応
さ
せ
る

と
左
の
よ
う
に
な
る（9）
。

一
…
甲
グ
リ　

二
…
ク
リ
音　
　

三
…
上
ウ
キ
音　

四
…
上
音　
　
　
　

五
…
中
ウ
キ
音
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六
…
中
音　
　

七
…
下
ノ
中
音　

八
…
下
音　
　
　

九
…
下
ノ
崩
シ　
　

十
…
呂
音

『
そ
な
へ
は
た
』
に
は
音
程
が
客
観
的
に
わ
か
る
よ
う
な
記
述
が
な
い
た
め
、
十
段
各

音
の
音
程
が
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
が
、
参
考
音
階
図（10）
に
示
し
た
よ
う
に
、

ヨ
ワ
吟
の
主
要
音
で
あ
る
上
・
中
・
下
の
音
や
、
ウ
キ
の
音
の
音
程
に
は
、
室
町
末
期
か

ら
江
戸
後
期
を
通
じ
現
代
に
至
る
ま
で
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、明
和
本

や
『
そ
な
へ
は
た
』
を
読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
も
、ヨ
ワ
吟
に
関
し
て
は
基
本
的
に
現
代

と
同
じ
音
程
を
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
資
料
1
を
現
行
の
音
名
に
代
え
て
読
み
直
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
ウ
は
下
ノ
中
以
下
の
音
か
ら
中
音
へ
上
る
印
で
あ
る
。

②
ａ　

ウ
は
上
音
と
中
音
の
間
に
あ
る
中
ウ
キ
の
音
で
あ
る
。

ｂ  　

中
音
上
で
ハ
ル
や
入
の
二
、三
字
前
に
ウ
と
あ
れ
ば
、
上
音
に
な
る
ま
で
何

字
で
も
中
ウ
キ
の
音
で
あ
る
。

ｃ  　

中
音
上
で
、
上
音
に
な
ら
な
い
所
に
ウ
と
あ
れ
ば
、　

、
ア
、　

、　

、

 　

等
の
印
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
中
ウ
キ
の
音
で
あ
る
。

結
論
を
先
立
て
る
な
ら
ば
、
①
の
ウ
の
用
法
は
近
代
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
用
法
で
あ

る
。
②
ａ
は
現
在
と
共
通
の
中
ウ
キ
の
位
置
を
語
っ
て
い
て
問
題
な
く
、ｂ
も
現
行
の
中

ウ
キ
の
機
能
と
同
じ
で
あ
る
。
ｃ
は
、現
在
記
譜
と
し
て
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
も
存
在

せ
ず
、
こ
れ
が
本
稿
で
論
題
と
す
る
中
音
の
ウ
キ
節
で
あ
る
。

右
の
①
②
に
沿
っ
て
、明
和
本
の
ウ
の
実
例
を
見
て
い
こ
う
。
以
下
の
譜
例
1
か
ら
6

ま
で
は
全
て
《
江
口
》
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

◆
譜
例
1
は
下
音
か
ら
中
音
へ
上
る
例
で
、
①
の
記
述
通
り
、
明
和
本
で
は
ウ
と
書
か

れ
て
い
る
。

参考音階図
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こ
の
よ
う
に
上
行
し
て
中
音
に
な
る
場
合
、
大
成
版
の
譜
面
で
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在

は
中
と
記
す
決
り
に
な
っ
て
お
り
ウ
と
は
書
か
な
い（11）
。
現
在
で
は
、「
浮
く
」
と
は
、
専

ら
上
音
や
中
音
な
ど
旋
律
の
骨
格
的
な
音
の
間
で
の
細
か
な
動
き
を
意
味
す
る
が
、謡
の

構
造
を
上
・
下
の
二
つ
の
音
域
で
捉
え
て
い
た
江
戸
時
代
に
は
、
現
在
の
「
中
音
」
と
い

う
音
は
、「
下
音
域
の
中
で
の
浮
い
た
音
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
譜

例
1
の
よ
う
な
ウ
は
、
中
音
そ
の
も
の
を
指
示
す
る
記
号
と
し
て
、（
現
在
の
）
ウ
と
は

別
個
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。音
程
で
言
え
ば
こ
の
例
の
み
が
完
全
四
度
上
る

指
示
で
あ
り
、
以
下
に
あ
げ
る
諸
例
は
長
二
度
上
る
指
示
で
あ
る
。

実
は
明
和
本
に
お
い
て
も
、
中
音
の
句
の
句
頭
に
は
中
と
記
す
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に

単
語
の
途
中
に
も
中
と
記
す
こ
と
が
多
少
あ
り
、中
音
を
指
示
す
る
記
号
と
し
て
ウ
と
中

が
混
在
し
た
状
態
で
あ
る
。
明
和
本
の
時
代
は
、
謡
の
骨
格
概
念
が
「
上
・
下
」
か
ら

「
上
・
中
・
下
」
に
変
り
、
現
在
と
同
じ
意
味
で
の
「
中
音
」
の
概
念
が
定
着
し
て
ゆ
く

過
渡
期
な
の
で
あ
る
。

◆
譜
例
2
は
下
ノ
中
音
に
ウ
の
印
が
あ
り
、
①
に
該
当
す
る
例
で
は
あ
る
が
、
譜
例
1

と
機
能
的
に
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

譜
例
2
は
現
在
崩
シ
と
い
わ
れ
る
旋
律
型
で
、
大
成
版
の
譜
面
で
い
う
な
ら
ば
、「
い

と
ふ
」
の
「
と
」
の 　
（
ア
タ
リ
下
ゲ
）
が
下
ノ
中
音
に
下
が
る
印
で
あ
る
。『
そ
な
へ

は
た
』
の
七
の
音
（
下
ノ
中
音
）
の
解
説
に
も
「
六
の
音
の
所
に
…　

等
あ
れ
ば
、此
音

（
下
ノ
中
音
）
へ
下
る
也
」
と
あ
り
、当
時
も
同
様
の
動
き
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
和
本
に
つ
い
て
も
、少
し
形
は
異
な
る
が
「
い
と
ふ
」
の
箇
所
の
連
続
し
た
ア
と　

の

記
号
を
ア
タ
リ
下
ゲ
と
み
な
し
、
こ
こ
で
下
ノ
中
音
に
下
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
あ
と
の
旋
律
は
「
か
た
か
ら
め
」
の
ウ
（
少
ウ
）
の
印
で
浮
い
た
後
「
ら
」
で
下
音
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に
下
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
ウ
（
少
ウ
）
は
中
音
と
同
じ
音
高
ま
で
上
る
こ

と
が
多
い
。
従
っ
て
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、①
に
言
う
よ
う
に
「
中
音
へ
上
る
印
」
と

い
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
譜
例
1
の
場
合
と
違
う
の
は
、
譜
例
2
の
ウ
キ
は
下
ノ
中

音
か
ら
下
音
に
下
る
一
連
の
音
進
行
の
中
に
あ
っ
て
経
過
的
な
音
と
し
て
の
み
謡
わ
れ

る
音
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
音
高
と
し
て
は
中
音
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、意

味
と
し
て
は
下
ノ
中
音
の
ウ
キ
の
音
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、旋
律
の
主
要
音
と
し
て
の

安
定
し
た
中
音
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
そ
な
へ
は
た
』
の
記
述

に
か
か
わ
ら
ず
、
譜
例
1
と
2
の
ウ
は
機
能
的
に
は
別
種
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、『
そ
な
へ
は
た
』
が
こ
の
種
の
ウ
キ
の
音
を
中
音
（
六
の
音
）
と
捉
え
て
い

る
こ
と
は
一
考
に
値
す
る
。江
戸
後
期
に
下
ノ
中
音
の
ウ
キ
が
中
音
と
同
じ
高
さ
ま
で
上

が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、同
書
の
音
高
に
対
す
る
意
識
の
強
さ
が
知
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、ウ
キ
節
の
音
程
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ

う
。◆

譜
例
3
は
②
ｂ
の
例
で
あ
る
。
譜
例
中
の
ハ
ル
は
上
音
を
、入
は
上
ウ
キ
音
を
意
味

し
、そ
の
手
前
の
ウ
は
中
ウ
キ
音
を
示
し
て
い
る
。
中
音
か
ら
上
音
以
上
へ
上
る
際
に
中

ウ
キ
音
を
経
過
す
る
の
は
、
現
在
の
音
進
行
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

◆
問
題
の
②
ｃ
に
該
当
す
る
例
を
譜
例
4
に
示
し
た
。「
中
音
上
で
、
上
音
に
な
ら
な

い
所
」
に
ウ
が
あ
り
、
ウ
の
あ
と
に
下
ゲ
ゴ
マ
や
ア
タ
リ
、
フ
リ
な
ど
が
来
る
も
の
で
あ

る
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
で
ウ
キ
節
と
仮
称
し
た
フ
シ
で
あ
り
、
現
在
は
五
流
共

に
こ
の
よ
う
な
音
進
行
は
行
わ
ず
、
大
成
版
に
も
ウ
の
記
号
は
な
い
。
②
ｃ
の
記
述
に

よ
っ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も
ウ
の
印
で
中
ウ
キ
に
上
り
、
イ
と
ハ
の
例
は
ア
タ

リ
（
ア
）
の
印
で
、ロ
は
フ
リ
（　

）
で
中
音
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
付
図
と
し
て
そ
の

旋
律
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
た
。
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現
行
で
は
中
音
か
ら
中
ウ
キ
に
上
る
動
き
は
、
崩
シ
の
場
合
な
ど
を
除
い
て
は
、
譜
例

3
の
よ
う
に
上
音
以
上
の
音
に
上
っ
て
い
く
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
中
ウ
キ
は
そ
の
よ

う
な
上
行
旋
律
の
中
の
経
過
音
と
し
て
謡
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
上
音
域
か
ら
中
ウ
キ
の
音

に
下
降
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
あ
と
は
再
び
上
昇
す
る
の
で
あ
り
、
中
ウ
キ
か
ら
中
音
へ

下
降
す
る
こ
と
は
な
い
。
付
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
フ
シ
は
中
音
の
フ
レ
ー
ズ
の
中

で
一
時
的
に
中
ウ
キ
に
上
り
、
ま
た
中
音
に
戻
る
だ
け
で
あ
る
が
、
耳
慣
れ
な
い
た
め
奇

異
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
一
種
の
言
葉
の
抑
揚
か
と
も
思
わ

れ
、
わ
ざ
わ
ざ
ウ
と
記
さ
な
く
と
も
、
い
わ
ゆ
る
扱
イ

0

0

（
微
細
な
技
巧
を
任
意
に
施
し
て

彩
り
を
添
え
る
こ
と
）
の
レ
ベ
ル
で
処
理
で
き
そ
う
な
印
象
も
受
け
る
。
が
、
こ
の
フ
シ

は
決
し
て
微
細
な
動
き
で
は
な
く
、
定
型
も
あ
り
、
か
つ
て
の
謡
に
お
い
て
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
フ
シ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
次
節
で
考
察
し
て
ゆ
く
。
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◆
譜
例
5
・
6
は
上
音
に
お
け
る
ウ
の
例
で
あ
る
。

譜
例
5
の
イ
は
上
音
か
ら
ク
リ
に
上
る
例
、
ロ
は
上
音
か
ら
中
音
に
下
る
例
で
、
こ
の

よ
う
な
場
合
現
在
は
上
ウ
キ
の
音
を
通
過
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。譜
例
5
の
明
和

本
の
ウ
も
、
上
ウ
キ
の
音
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
現
在
と
同
様
に
上
ウ
キ
を
経
由
す

る
進
行
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
そ
な
へ
は
た
』
で
は
「
上
音
」
の
項
目
に
こ
の
進
行

に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
現
代
語
訳
す
る
と
「
此
音
（
上
音
）
よ
り
ク
リ
へ
上
り
、
あ

る
い
は
中
音
へ
下
る
間
に
は
、大
方
上
ウ
キ
を
通
っ
て
行
く
」と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
大

方
」
と
い
う
表
現
に
、当
時
が
こ
の
音
進
行
が
定
着
す
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

譜
例
6
は
観
世
流
で
ウ
キ
フ
リ
と
い
わ
れ
る
、ウ
の
印
で
上
ウ
キ
に
上
が
り
フ
リ（　

）

の
生
み
字
で
上
音
に
戻
る
フ
シ
で
、現
在
は
上
音
だ
け
に
あ
る
特
殊
な
フ
シ
で
あ
る
。『
そ

な
へ
は
た
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、次
節
で
紹
介
す
る
『
清
興
謡
口
伝
』
に
詳
し
い
解

説
が
あ
る
。
明
和
本
で
も
同
じ
用
法
と
思
わ
れ
、上
ウ
キ
音
を
指
し
て
は
い
る
が
譜
例
5

と
は
違
っ
て
他
の
音
系
へ
行
か
な
い
、
一
つ
の
音
系
内
で
の
ウ
キ
で
、
そ
の
点
で
は
譜
例

4
の
ロ
と
同
種
で
あ
る
。

◆
最
後
に
『
そ
な
へ
は
た
』
に
は
記
述
の
な
い
ウ
の
用
例
を
挙
げ
よ
う
。
譜
例
7
は
下
音

内
の
ウ
キ
で
、
現
行
謡
本
に
は
な
く
、
明
和
本
に
も
、
管
見
で
は
こ
の
《
野
宮
》
の
一
例

し
か
見
出
せ
て
い
な
い（12）
。
た
だ
し
こ
の
《
野
宮
》
の
例
は
後
述
の
『
清
興
謡
口
伝
』
に
特

に
注
釈
な
く
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、特
別
例
外
的
な
フ
シ
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
譜
例
4
ロ
、
譜
例
6
と
同
じ
よ
う
に
、
ウ
で
下
音
を
浮
か
せ
フ
リ
の
生
み
字
で

下
音
に
戻
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
浮
く
音
程
は
、下
ノ
中
音
ま
で
の
長
三
度

で
は
な
く
、
譜
例
4
ロ
、
譜
例
6
と
同
じ
く
長
二
度
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て

お
く
（
付
図
）。

現
在
ウ
キ
フ
リ
と
言
え
ば
上
音
の
み
の
フ
シ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
上
・
中
・

下
音
に
お
け
る
同
種
の
フ
シ
の
総
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
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（
二
十
七
）

明
和
本
の
ウ
の
分
類

以
上
の
よ
う
に
明
和
本
の
ウ
に
は
様
々
な
用
法
が
あ
る
が
、機
能
的
に
は
次
の
よ
う
に

分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。

Ａ　

中
音
を
示
す
ウ
キ
（
完
全
四
度
上
昇
）・
・
・
譜
例
1

Ｂ　

他
の
音
系
へ
移
る
経
過
音
と
し
て
の
ウ
キ
（
長
二
度
上
昇
）・
・
・
譜
例
2
・
3
・
5

Ｃ　

同
じ
音
系
内
で
の
一
時
的
な
ウ
キ
（
長
二
度
上
昇
）・
・
・
譜
例
4
・
6
・
7 

Ａ
は
の
ち
に
中
の
記
号
に
置
き
換
わ
え
ら
れ
、
ウ
キ
の
概
念
か
ら
外
さ
れ
た
の
で
、
こ

れ
以
降
の
考
察
か
ら
は
除
外
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
の
ウ
キ
は
、主
要
音
間
の
進
行
（
中

音
↓
上
音
、
上
音
↓
ク
リ
音
な
ど
）
に
際
し
て
経
過
し
て
ゆ
く
音
で
あ
り
、
現
行
の
ウ
の

用
法
に
一
致
し
て
い
る
。
現
行
の
ウ
は
、上
音
の
ウ
キ
フ
リ
（
譜
例
6
）
を
例
外
と
し
て

す
べ
て
こ
の
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る（13）
。
Ｃ
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、上
音
の
ウ

キ
フ
リ
を
除
き
、
記
譜
と
謡
い
方
の
い
ず
れ
も
五
流
に
現
存
し
な
い
ウ
キ
で
、
こ
れ
を
ウ

キ
節
と
仮
称
し
た
。
経
過
音
で
は
な
く
フ
シ
と
し
て
ウ
キ
を
謡
う
も
の
で
あ
る
。

ウ
キ
節
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
か

ウ
キ
節
が
ど
の
程
度
一
般
的
な
フ
シ
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、右
の
三
種
の
ウ

が
明
和
本
に
ど
の
ぐ
ら
い
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
量
的
に
把
握
し
て
お
こ
う
。

サ
ン
プ
ル
と
し
た
曲
は
《
江
口
》《
井
筒
》《
三
井
寺
》《
竹
生
島
》《
杜
若
》《
俊
寛
》

《
松
風
》《
隅
田
川
》《
野
宮
》《
羽
衣
》
の
一
〇
曲
で
あ
る
（
曲
順
は
内
組
Ｍ（14）
の
順
）。
本

稿
で
は
ヨ
ワ
吟
が
対
象
な
の
で
、
当
然
な
が
ら
ツ
ヨ
吟
の
み
の
曲
は
調
査
か
ら
外
れ
、
ヨ

ワ
吟
の
分
量
の
少
な
い
曲
も
除
外
し
た
が
、葛
物
に
偏
ら
な
い
よ
う
留
意
し
た
以
外
は
任

意
に
選
曲
し
た
。《
江
口
》《
井
筒
》《
松
風
》《
野
宮
》
以
外
は
ヨ
ワ
吟
と
ツ
ヨ
吟
が
混
在

し
て
い
る
の
で
、
ヨ
ワ
吟
部
分
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
。（
た
だ
し
《
杜
若
》
の
ツ
ヨ

吟
は
一
句
の
み
で
あ
る
。）

表
1
に
ウ
の
総
数
と
、
前
節
で
分
類
し
た
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
種
の
用
法
ご
と
の
数
を
示
し

た
。
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（
二
十
八
）

ま
ず
総
数
に
つ
い
て
は
、《
竹
生
島
》《
俊
寛
》《
羽
衣
》
の
ウ
の
数
が
少
な
い
の
は
、

こ
の
三
曲
の
ヨ
ワ
吟
部
分
の
分
量
が
他
に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
が
主
因
と
い
え
よ
う
が
、

《
杜
若
》
や
《
隅
田
川
》
の
ウ
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
理
由
を
判

断
す
る
材
料
を
得
て
い
な
い
。例
え
ば
元
章
の
節
付
の
時
期
に
よ
っ
て
精
粗
の
違
い
が
あ

る
の
か
等
、
曲
に
よ
る
記
入
の
多
寡
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

問
題
と
す
る
ウ
キ
節
と
、現
行
と
同
じ
経
過
的
な
ウ
キ
を
量
的
に
比
べ
て
み
よ
う
。《
江

口
》
で
見
る
な
ら
ば
、
総
数
で
は
二
八
個
の
ウ
の
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る（15）
が
、
そ
の
う
ち

A
の
七
個
は
中
音
を
意
味
す
る
別
種
の
ウ
で
あ
る
か
ら
比
較
か
ら
は
外
そ
う
。現
行
と
同

じ
く
経
過
音
を
表
す
ウ
（
B
）
は
九
個
、そ
れ
に
対
し
て
C
の
中
音
の
ウ
キ
節
は
一
一
個

で
あ
る
。
他
に
、ウ
キ
節
の
一
種
で
あ
る
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
上
音
の
ウ
キ
フ
リ
が
一

個
（
譜
例
6
）
で
あ
る
。《
井
筒
》
で
は
現
行
と
同
じ
ウ
キ
五
個
に
対
し
、
中
音
の
ウ
キ

節
が
七
個
で
あ
る
。
以
下
、
表
の
数
字
か
ら
、《
三
井
寺
》《
杜
若
》《
松
風
》
以
外
は
、

現
行
と
同
じ
経
過
的
な
ウ
キ
よ
り
も
む
し
ろ
、ウ
キ
節
の
ウ
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。
元
章
は
ウ
の
記
号
を
、
後
に
中
に
置
き
換
わ
る
も
の
を
除
け
ば
、
ウ
キ
節
の
指

示
と
し
て
多
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
明
和
本
の
時
代
に
、
例
え
ば
《
江
口
》
に
お
い
て
、
経
過
的
な
ウ
キ
が
九
か
所

で
し
か
謡
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。書
か
れ
な
く
と
も
謡
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
現
在
大
成
版
で
は
、《
江
口
》
に
は
一
五
〇
個
、《
井
筒
》
に
は
一
四
三

個
の
ウ
が
あ
る（16）
が
、
こ
れ
は
ウ
キ
を
謡
う
箇
所
が
急
増
し
た
た
め
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で

記
さ
れ
な
か
っ
た
（
少
し
ず
つ
記
さ
れ
て
い
っ
た
）
ウ
の
記
号
が
、近
代
の
数
度
の
謡
本

改
革
を
経
て
、大
成
版
に
至
っ
て
全
て
記
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
和

本
で
も
か
な
り
の
数
の
ウ
キ
が
謡
わ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
が
、経
過
音
的
な
ウ
キ
は
書
か

れ
な
く
と
も
自
然
に
謡
わ
れ
る
の
で
、
謡
わ
れ
る
頻
度
に
比
べ
て
記
入
は
非
常
に
少
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、ウ
キ
節
は
謡
う
べ
き
フ
シ
と
し
て
意
図
的
に
記
入
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。《
江
口
》《
松
風
》《
野
宮
》
に
一
〇
箇
所
以
上
に
記
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、こ
の
フ
シ
は
当
時
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
フ
シ
と
し
て
定
着
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
定
型
的
な
パ
タ
ー
ン
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
次
節
で
そ
の
特
徴
を
検
証
す
る
。

　
（
2
）
ウ
キ
節
の
定
型

ウ
キ
節
の
分
類

表
2
は
、
先
の
一
〇
曲
に
あ
る
中
音
の
ウ
キ
節
す
べ
て
の
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
で
は
必
要
の
な
い
限
り
ゴ
マ
点
は
省
略
し
て
問
題
と
な
る
記
号
だ
け
を
示
し
て
あ
る
。

ウ
と
記
譜
さ
れ
た
文
字
、す
な
わ
ち
音
を
浮
か
せ
た
で
あ
ろ
う
文
字
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
表
し

表１　明和本のウの表記数
曲目

ウの数
江
口

井
筒

三
井
寺

竹
生
島

杜
若

俊
寛

松
風

隅
田
川

野
宮

羽
衣

総数 28 20 31 12 17 8 31 16 30 17
Ａ：中音・完全四度

（現行の用法ではない） 7 8 13 5 7 2 8 3 10 10

Ｂ：経過音・長二度
（現行の用法） 9 5 11 2 8 0 13 6 8 2

Ｃ : 上音ウキフリ・長二度
（現存する） 1 0 1 1 1 0 0 1 1 0

Ｃ：中音ウキ節・長二度
（現存せず） 11 7 6 4 1 6 10 6 10 5

Ｃ : 下音ウキフリ・長二度
（現存せず） 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
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て
傍
線
を
付
し
、
中
音
に
戻
っ
た
と
思
わ
れ
る
文
字
を
傍
線
無
し
の
ゴ
シ
ッ
ク
と
し
た
。

戻
る
位
置
の
判
断
根
拠
は
、資
料
1
『
そ
な
へ
は
た
』
の
②
ｃ
の
記
述
で
あ
る
。
資
料
1

の
当
該
箇
所
だ
け
を
左
に
も
う
一
度
掲
げ
て
お
く
。

（『
そ
な
へ
は
た
』
再
掲
）

中
音
上
で
、
上
音
に
な
ら
な
い
所
に
ウ
と
あ
れ
ば
、　

、
ア
、　

、　

、　
　

等
の

印
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
中
ウ
キ
の
音
で
あ
る
。

表
2
の
具
体
例
の
中
に
は
、中
音
に
戻
す
位
置
に
つ
い
て
右
の
説
明
に
当
て
は
ま
ら
ず

独
自
に
判
断
し
た
も
の
も
あ
り
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
表
注
で
判
断
を
示
し
た
。
そ
の
う

ち
網
掛
で
示
し
た
《
俊
寛
》
の
一
例
は
判
断
を
保
留
し
た
。
な
お
表
中
の
例
を
指
す
時
に

は
曲
名
と
、
表
に
記
し
た
番
号
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。《
江
口
》
の
「
世
の
ほ
か
い
づ

く
」
は
《
江
口
1
》、《
俊
寛
》
の
保
留
例
は
《
俊
寛
5
》
で
あ
る
。
下
段
の
近
代
諸
本
の

校
合
は
、明
和
本
の
欄
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
箇
所
に
対
す
る
記
譜
だ
け
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
扱
う
。

表
2
の
六
六
例
を
見
る
と
、
ア
タ
リ
（
ア
）
と
の
組
み
合
わ
せ
と
、
フ
リ
と
の
組
み
合
わ

せ
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
タ
リ
で
中
音
に
戻
る
も
の
（
◎
印
）
は
三
四
例
で
全
体
の
半

数
を
占
め
て
い
る
。
ア
タ
リ
の
印
が
な
く
下
ゲ
ゴ
マ
だ
け
で
中
音
に
戻
る
も
の
（
○
印
の
八

例
）
も
フ
シ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
ア
タ
リ
で
戻
る
も
の
と
同
類
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ア
タ
リ
の
記
号
は
本
来
下
ゲ
ゴ
マ
に
付
さ
れ
る
も
の
で
、
表
中
の
明
和
本
の
ア
タ
リ
も
全
て

下
ゲ
ゴ
マ
に
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
《
江
口
10
》
な
ど
、
該
当
す
る
下
ゲ
ゴ
マ

が
明
和
本
に
無
い
場
合
で
も
、
江
戸
期
の
諸
本
で
は
下
ゲ
ゴ
マ
が
記
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い

こ
と
を
、
表
注
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
フ
リ
と
の
組
み
合
わ
せ
に
も
、
フ
リ
の
前
の
字
に

ウ
が
あ
る
場
合
と
、
フ
リ
に
ウ
が
付
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
両
者
は
同
類
と
考
え
た
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
リ
と
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
は
音
系
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
称
と
し
て

ウ
キ
フ
リ
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
ウ
キ
フ
リ
（
☆
・
★
・
△
印
）
は
一
八
例

で
あ
る
が
、
マ
ワ
シ
（
中
マ
ワ
シ
）
を
伴
っ
て
下
ノ
句
後
半
で
謡
わ
れ
る
も
の
が
多
く
、
定

型
性
が
強
い
。
そ
の
謡
い
方
に
つ
い
て
興
味
深
い
伝
書
記
事
が
あ
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。

表 2　明和本のウキと近代諸本

（
二
十
九
）
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（
三
十
）
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（
三
十
一
）

ウ
キ
フ
リ
の
謡
い
方

江
戸
後
期
の
ウ
キ
フ
リ
の
謡
い
方
を
具
体
的
に
述
べ
た
記
事
が
、
観
世
文
庫
所
蔵
の

一
九
代
観
世
大
夫
清
興
（
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
―
文
化
一
二
（
一
八
一
五
））
の
口

伝
書（17）
の
中
に
あ
る
。
同
文
庫
解
題
に
よ
れ
ば
、
書
き
留
め
た
の
は
清
興
の
次
男
、
銕
之
丞

家
三
世
の
清
宣
（
天
明
五
（
一
七
八
五
）
―
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
））
と
さ
れ
て
い
る
。

謡
の
細
か
な
フ
シ
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
た
伝
書
は
数
少
な
く
、宗
家
の
口
伝
と
し

て
来
歴
が
確
か
で
あ
る
点
で
も
貴
重
で
あ
り
、謡
の
作
法
や
弟
子
の
謡
癖
な
ど
に
も
言
及

し
た
有
用
な
資
料
で
あ
る
。
二
項
目
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
記
載
順
に
ａ
、

ｂ
と
し
て
左
に
翻
刻
す
る
。

　

凡
例

　

・
小
段
名
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』(

岩
波
書
店)

に
よ
る
。
但
し
「
哥
」
の
字
を
「
歌
」
に
改
め
た
。

　

・
同
一
の
小
段
と
、
同
一
小
段
内
の
同
一
役
名
は
「
〃
」
で
示
し
た
。

　

・
明
和
本
と
大
成
版
で
謡
本
文
が
異
な
る
場
合
は
大
成
版
の
謡
本
文
を
（
）
内
に
示
し
た

　

・  

明
和
本
の
ウ
キ
の
開
始
の
文
字
を
傍
線
付
ゴ
シ
ッ
ク
で
、
終
止
の
（
中
音
に
戻
る
）
文
字
を
傍
線
な
し
の
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。
当

該
箇
所
以
外
は
、
一
部
参
考
に
挙
げ
た
も
の
を
除
き
、
ゴ
マ
点
・
節
付
記
号
等
を
省
略
し
た
。

　

・  

校
合
の
近
代
諸
本
に
つ
い
て
は
明
和
本
の
ウ
キ
の
開
始
と
終
止
の
各
文
字
に
対
す
る
記
譜
の
み
を
示
し
た
。
×
印
は
ウ
・
ア
の
表
記

が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

・
ノ
リ
型
の
欄
の
平
は
平
ノ
リ
、
大
は
大
ノ
リ
、
不
は
拍
不
合
型
を
示
す
。

　

・
網
が
け
の
項
目
は
、
中
音
に
戻
す
位
置
に
つ
い
て
判
断
保
留
の
項
目
で
あ
る
。

　

・
イ
の
記
号
は
直
接
関
係
し
な
い
が
参
考
と
し
て
記
載
し
た
。

　

注
１　

明
治
四
二
年
刊
の
袖
珍
本
で
は
「
ほ
」
に
ウ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

注
２　

玄
人
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
朱
筆
で
ウ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

注
３　

  

元
和
卯
月
本
・
万
治
二
年
衣
更
着
山
本
長
兵
衛
本
・
元
禄
七
年
孟
春
小
河
多
左
衛
門
本
・
享
保
十
八
年
仲
呂
山
本
長
兵
衛
本
な

ど
で
は
「
こ
」
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
中
音
に
戻
す
も
の
と
判
断
し
た
。

　

注
４　

  

下
の
付
い
た
「
す
」
で
下
音
に
下
る
の
で
、
そ
の
前
の
「
ま
」
で
中
音
に
戻
し
た
と
判
断
し
た
。
た
だ
し
、
注
３
の
諸
本
で
最

初
の
「
す
」
が
フ
リ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　

と
同
様
に
「
す
」
の
生
み
字
で
戻
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

注
５　

  

参
考
解
説
謡
本
の
頭
注
に
は
、「
夜
」
で
抑
え
た
音
を
本
来
の
「
抑
え
ざ
る
音
に
」
戻
す
意
味
で
あ
る
と
の
解
説
が
あ
る
。

　

注
６　

参
考
解
説
謡
本
の
頭
注
に
は
、「
浮
く
が
如
く
聞
ゆ
る
」
が
「
実
際
は
浮
く
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。

　

注
７　

  

注
３
の
諸
本
で
「
ら
」
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
あ
り
、
梅
若
本
や
清
廉
本
等
で
「
ら
」
に
ア
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ら
」
で
中
音
に
戻

し
た
と
判
断
し
た
。

　

注
８　
「
ろ
」
で
は
一
時
的
に
下
音
に
下
が
る
の
で
、
そ
の
前
の
「
し
」
で
中
音
に
戻
し
た
と
判
断
し
た
。

　

注
９　

  

明
和
本
お
よ
び
注
３
の
諸
本
に
お
い
て
も
「
け
だ
も
の
」
の
「
も
」
ま
で
直
ゴ
マ
で
あ
り
、「
の
」
で
下
音
に
下
る
。
他
の
諸

例
か
ら
判
断
す
る
と
「
と
り
」
の
二
文
字
が
中
ウ
キ
と
思
わ
れ
る
が
、
判
断
を
保
留
し
た
。

　

注
10　

三
例
と
も
玄
人
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
朱
筆
で
ウ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

注
11　

  

注
３
の
諸
本
で
は
「
で
」
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
あ
り
、次
の
「
も
」
で
は
下
音
に
下
る
の
で
「
で
」
で
中
音
に
戻
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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資
料
2
『
清
興
謡
口
伝
』

ａ　

一
、
フ
ル
ふ
し
は
上
の
一
字
を
ふ
ん
ば
り
フ
リ
を
軽
く
フ
ル
べ
し
。　

ウ
少
持
心　
　

カ
ロ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

ウ
少
持
心　

カ
ロ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
サ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
少
サ
ク

分
入
り
給
ふ
御　

こ　

こ　

ろ
（《
野
宮
》・
下
音
）　
　

浮
草
の
よ
る
べ　

な　

き

（
同
・
上
音
）　

右
之
通
り
フ
ル
章
所
々
有
之
。
皆
如
此
心
得
べ
し
。
乍
併
、
フ
ル
前
の
章
、
少
持
心
可

有
。
ウ
ク
心
も
有
。
然
共
余
リ
大
き
く
ウ
ク
ハ
不
宜
。
只
気
斗
に
て
フ
ン
バ
ル
心
可

然
。
又
大
く
フ
ル
所
も
有
り
。
又
拍
子
ニ
合
セ
フ
ル
所
モ
ア
リ
。
剛
キ
謡
に
は
大
ク
フ

ル
所
も
所
々
ニ
有
リ
。
文
句
ニ
よ
る
べ
し
。

ｂ　

  

一
、曲
の
う
ち
又
ハ
章
有
所
に　
　

の
章
有
。
是
も　

の
上
の
章
ヲ
ウ
キ
テ　

を
か

ろ
く
フ
ル
也大

ウ　
少
ク
カ
ロ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

大
ウ　
少
ク
カ
ロ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
萬　
　
　

 　
少
持
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
砂　
　

 　
　
少
持
心

小
倉
の
里
の
夕
か　

す　

み
（
中
音
）　
　
　
　

立
寄
陰
乃
朝　

ゆ　
　

ふ　

に

（
中
音
・
ツ
ヨ
吟
）　

大
ア　
　
カ
ロ
ク

　
　
　
　
　
　

は
や
夏
山
に
な
り
ぬ　

れ　

ば
（《
氷
室
》
中
音
・
ツ
ヨ
吟
）
ぬ
の
字
ア
タ
リ
候
て
も
ウ

ク
心
持
有
べ
し
。

右
の
通
心
得
べ
し
。
余
は
是
に
て
知
べ
し
。
何
レ
も
皆
如
此
。

ま
ず
第
一
に
右
の
記
事
か
ら
、
江
戸
後
期
に
は
、
上
・
中
・
下
音
、
ヨ
ワ
吟
ツ
ヨ
吟
を

問
わ
ず
ウ
キ
フ
リ
の
フ
シ
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ａ
の
《
野
宮
》
の
二
例

と
、
ツ
ヨ
吟
を
含
む
ｂ
の
三
例
す
べ
て
に
お
い
て
、
明
和
本
に
も
ウ
と
フ
リ
が
記
さ
れ
て

い
る（18）
。
そ
し
て
、フ
リ
と
そ
の
前
の
ウ
キ
が
一
体
と
な
っ
て
文
字
通
り
ウ
キ
フ
リ
と
い
う

一
つ
の
定
型
的
な
フ
シ
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。何
れ
も
下
ノ
句
の
三
文
字
目
に

あ
り
、
マ
ワ
シ
を
伴
う
ｂ
で
言
え
ば
、
ウ
キ
、
フ
リ
、
マ
ワ
シ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
文
字
目
、

四
文
字
目
、
五
文
字
目
と
な
る
。

ａ
と
ｂ
の
違
い
は
と
い
え
ば
、
ａ
は
次
句
が
本
間
で
出
る
例
、
ｂ
は
次
句
の
出
だ
し
ま

で
二
、三
拍
分
の
間
が
あ
っ
て
下
ノ
句
の
最
後
を
伸
ば
す
例
（
三
例
と
も
次
句
が
分
離
の

ト
リ
）
で
あ
る
。
ａ
で
は
次
の
句
に
す
ぐ
移
る
の
で
、
下
ノ
句
の
四
文
字
目
と
五
文
字

目
、
つ
ま
り
七
拍
か
ら
八
拍
に
か
け
て
軽
く
謡
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
フ
リ
の
前
で

「
余
り
大
き
く
ウ
ク
は
不
宜
」と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
表
2
で
は
★
印
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

逆
に
ｂ
で
は
、
次
句
の
分
離
の
ト
リ
を
た
っ
ぷ
り
と
謡
う
た
め
に
、
そ
の
前
か
ら
準
備
的

に
引
き
立
て
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
、
ウ
キ
を
大
き
く
謡
う
よ
う
に
、
胡
麻
点
の
横
に
「
大

ウ
」と
書
か
れ
て
い
る
。
☆
印
の
一
三
例
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
分
離
の
ト
リ
は
強
調
し
た

い
言
葉
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、《
江
口
8
》「
泡
沫
の
。
あ
は
れ
昔
の
」
や
《
隅

田
川
6
》「
幻
も
。
見
え
つ
隠
れ
つ
」
の
よ
う
に
、
当
然
で
は
あ
る
が
歌
詞
と
し
て
連
続

し
て
い
る
の
で
、
ウ
キ
フ
リ
・
中
マ
ワ
シ
か
ら
ト
リ
へ
か
け
て
の
部
分
全
体
を
強
調
的
に

謡
う
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ウ
キ
の
音
も
高
く
、よ
り
伸
ば
し
気
味
に
謡
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。ａ

ｂ
と
も
に
、
フ
リ
に
は
「
カ
ロ
ク
」「
少
サ
ク
（
小
さ
く
）」
等
と
書
か
れ
、
フ
リ
自

体
は
基
本
的
に
軽
く
謡
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ウ
キ
に
は
「
少
持
心
」（
少

し
の
ば
す
心
も
ち
で
）、
或
は
「
フ
ン
バ
ル
心
」
と
あ
る
よ
う
に
、
力
が
入
り
、
そ
の
結

果
音
も
少
し
伸
び
気
味
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、ａ
に
は
確
か
に
「
余
り
大
き

く
ウ
ク
は
不
宜
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、そ
れ
は
「
ふ
ん
ば
っ
て
浮
く
」
こ
と
を
前
提
と

し
て
の
注
意
で
あ
り
、ａ
ｂ
と
も
に
大
き
く
浮
か
せ
て
謡
う
実
態
も
想
像
し
得
る
の
で
あ

る
。
定
型
性
の
高
さ
か
ら
、ウ
の
印
が
な
く
と
も
同
様
の
箇
所
で
は
音
を
浮
か
せ
て
謡
っ

て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、謡
本
に
記
入
さ
れ
て
い
る
以
上
に
頻
繁
に
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

ウ
キ
フ
リ
は
、
ウ
キ
と
い
う
音
が
経
過
音
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
フ
シ
と
し
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て
謡
わ
れ
る
も
の
の
典
型
と
言
え
る
だ
ろ
う
。江
戸
後
期
に
は
上
音
だ
け
で
な
く
中
音
や

下
音
に
お
い
て
も
、
フ
リ
の
前
で
音
を
は
っ
き
り
と
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
タ
リ
・
下
ゲ
ゴ
マ
と
の
組
み
合
わ
せ

ア
タ
リ
や
下
ゲ
ゴ
マ
で
中
音
に
戻
す
フ
シ
は
、
単
語
の
頭
に
位
置
す
る
こ
と
が
多
く
、

《
江
口
11
》「
人
を
も
慕
わ
じ
」、《
井
筒
4
》「
聞
こ
え
し
は
あ
り
つ
ね
が
」、《
三
井
寺
4
》

「
子
故
に
迷
う
親
の
み
は
」《
羽
衣
1
》「
空
に
吹
く
ま
で
な
つ
か
し
や
」
な
ど
、
強
調
す

べ
き
言
葉
や
心
象
的
な
言
葉
の
頭
で
二
文
字
浮
く
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
そ
れ
は
平
ノ
リ
下
ノ
句
の
頭
に
位
置
す
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
（
表
2
の
●
印

一
八
例
）。
江
戸
後
期
の
平
ノ
リ
の
リ
ズ
ム
は
、
左
の
よ
う
な
奇
数
拍
で
モ
チ
を
取
る
近

古
式
地
拍
子
が
規
範
と
な
っ
て
い
る（19）
。
と
す
る
と
、下
ノ
句
の
頭
は
一
句
の
中
の
小
さ
な

区
切
で
あ
り
、
音
を
伸
ば
し
て
謡
う
箇
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
調
し
た
い
語
句
が
下

ノ
句
の
頭
で
あ
る
場
合
に
は
、
な
お
さ
ら
音
が
上
り
や
す
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

1　
　

2　

3　

4　

5　

6　

7　

8

　
　
　

き
こ
え
―
し
は
あ
―
り
つ
ね
ー
が

こ
れ
ら
も
や
は
り
、
ウ
と
書
か
れ
て
い
な
い
箇
所
で
も
、
類
似
の
箇
所
で
は
一
つ
の
パ

タ
ー
ン
と
し
て
、
浮
か
せ
て
謡
っ
て
い
た
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他

本
で
、明
和
本
と
は
別
の
類
似
の
箇
所
に
ウ
の
印
が
付
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
た
と
え
ば
江
戸
中
期
の
直
シ
入
り
版
本
と
し
て
知
ら
れ
る『
当
流
拾
遺
大
成
謡
』は
、

ウ
の
数
は
明
和
本
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
、《
江
口
》
で
は
全
体
で
二
箇
所
に
し
か
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
う
ち
一
箇
所
は
ロ
ン
ギ
の
シ
テ
謡
「
君
と
や
見
え
ん
はウ

づ
か﹅

し

や
」
の
「
は
」
で
下
ノ
句
の
心
象
的
な
言
葉
の
頭
二
文
字
で
あ
る
。《
井
筒
》
で
は
全
体

で
三
箇
所
、
そ
の
う
ち
一
箇
所
は
や
は
り
明
和
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
ウ
キ
節
で
、
ロ

ン
ギ
の
シ
テ
謡
「
夜
半
に
ま
ぎ
れ
て
きウ

た
りア

た
り
」、で
あ
る（20）
（
も
う
一
箇
所
は
表
2
《
井

筒
5
》
の
ウ
キ
フ
リ
）。

実
は
江
戸
期
か
ら
近
代
の
本
に
い
た
る
ま
で
、
ウ
キ
節
の
痕
跡
は
、
書
き
込
み
（
印
刷

で
は
な
く
朱
筆
や
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
も
の
）と
し
て
は
非
常
に
多
く
見
い
だ
せ
る
の

で
あ
る
。《
江
口
》
の
「
思
え
ば
仮
の
宿
」
の
「
か
り
」
に
も
散
見
し（21）
、
後
述
す
る
が
近

代
の
謡
本
の
節
付
に
引
き
継
が
れ
た
り
し
て
い
る
。
自
由
の
き
く
役
謡
で
あ
れ
ば
、あ
る

い
は
任
意
に
謡
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
ほ
ど
定
着
し
た
フ
シ
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

調
査
範
囲
で
は
数
と
し
て
は
少
な
い
が
、謡
の
小
段
落
や
打
切
の
前
な
ど
の
定
型
で
あ

る　
　
（
明
和
本
で
は　
　

）の
フ
シ
の
前
で
浮
く
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。《
江
口
2
・
6
》

《
三
井
寺
6
》
が
そ
れ
で
あ
る
。『
清
興
謡
口
伝
』
の
ｂ
と
似
た
条
件
と
し
て
、こ
う
し
た

箇
所
で
は
区
切
の
意
識
と
共
に
、下
ノ
句
あ
た
り
か
ら
テ
ン
ポ
を
緩
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

音
が
伸
び
、
結
果
と
し
て
声
が
高
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

逆
に
歌
詞
の
意
味
内
容
と
は
別
に
、《
江
口
1
》、《
俊
寛
1
》、《
羽
衣
2
》
の
よ
う
に
、

次
第
の
第
二
句
の
頭
で
浮
く
と
い
っ
た
音
楽
的
に
定
型
化
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
の

も
興
味
深
い
。
こ
れ
も
、
こ
の
フ
シ
が
定
番
の
フ
シ
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
現
象
で
あ
ろ
う
。

　
（
3
）
ウ
キ
節
の
音
程
・
表
現

『
清
興
謡
口
伝
』
で
は
、
ヨ
ワ
吟
と
ツ
ヨ
吟
、
上
音
・
中
音
・
下
音
の
音
系
の
異
な
る

譜
例
を
何
も
説
明
も
な
く
並
列
さ
せ
、ウ
キ
の
音
程
に
つ
い
て
は
何
も
書
い
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
と
、『
そ
な
へ
は
た
』（
資
料
1
）
が
中
音
の
ウ
キ
に
対
し
て
「
五
の
音
」

と
い
う
明
確
に
音
階
的
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
と
は
相
容
れ
な
い
よ
う
に
も
思

え
る
。
ウ
キ
節
は
本
当
に
音
程
の
決
ま
っ
て
い
る
フ
シ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
実
演
上
の
音
程
に
幅
が
あ
る
こ
と
は
自
明
の
前
提
と
し
た
上
で
、次
の
よ
う

に
考
え
た
い
。『
そ
な
へ
は
た
』
の
十
段
音
法
は
、
当
時
実
際
に
謡
わ
れ
る
音
の
高
さ
を

整
理
し
た
結
果
と
し
て
帰
納
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。そ
し
て
資
料
1
に
あ
げ

た
『
そ
な
へ
は
た
』
の
記
事
は
、結
果
と
し
て
中
音
の
ウ
キ
節
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
本
来
は
こ
の
フ
シ
の
説
明
で
は
な
く
、「
音
の
部
」
に
お
け
る
、
ウ
と
い
う
音
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位
の
説
明
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、経
過
的
な
ウ
と
ウ
キ
節
の

ウ
が
特
に
断
り
な
く
同
列
に
解
説
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
そ

の
説
明
通
り
、五
の
高
さ
へ
上
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
運
用
と
し
て
は
『
清
興
謡
口
伝
』
の
よ
う
に
大
き
く
浮
か
せ
る
場
合
も
、あ
ま
り

浮
か
せ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、規
範
と
し
て
は
そ
の
音
高
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
譜
例
2
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、『
そ
な
へ
は
た
』
に
は
音
を
、

そ
の
意
味
よ
り
も
高
さ
で
説
明
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、実
態
と
し
て

も
一
般
的
に
は
六
か
ら
五
へ
、す
な
わ
ち
長
二
度
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
傍
証
と
し
て
、《
隅
田
川
5
》「
な
り
ゆ
き
て
（
な
り
ゆ
け
ば
）」
の
ウ
キ
フ
リ
の

箇
所
に
、
元
和
卯
月
本
で
中
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
当
流
拾
遺
大
成
謡
』
も
こ
れ
を
踏
襲

し
て
い
る
）
こ
と
も
、
こ
の
類
の
ウ
が
中
ウ
キ
の
高
さ
の
音
だ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ

る
。
卯
月
本
で
の
中
に
は
、
確
実
な
論
証
に
は
未
だ
至
ら
な
い
が
、
中
ウ
キ
を
意
味
す
る

と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
ウ
キ
節
は
、そ
も
そ
も
の
由
来
と
し
て
は
自
然
発
生
的
な
も
の
か
も
し
れ
な

い
。強
調
し
た
い
言
葉
や
区
切
の
箇
所
で
自
ず
と
力
が
こ
も
っ
て
声
が
高
く
な
る
と
い
う

よ
う
に
、
決
ま
っ
た
音
程
の
意
識
や
、
フ
シ
と
い
う
意
識
は
な
く
自
然
に
浮
い
て
い
た
だ

け
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
左
の
経
路
の
よ
う
に
、
ウ
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

フ
シ
と
し
て
規
範
化
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

浮
き
や
す
い
箇
所
で
無
意
識
に
浮
く

⇐

浮
く
現
象
に
対
し
て
ウ
と
書
き
と
め
る

⇐

謡
本
の
転
写
に
よ
っ
て
ウ
の
記
号
も
書
き
継
が
れ
る

⇐

フ
シ
と
し
て
意
識
さ
れ
、
浮
く
こ
と
が
規
範
と
な
る

⇐

浮
く
音
程
が
規
範
化
す
る

し
か
し
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、た
と
え
右
の
よ
う
な
経
路
を
取
っ
た

と
し
て
も
、
遅
く
と
も
明
和
本
の
時
代
に
は
右
の
最
後
の
段
階
、
つ
ま
り
自
覚
的
な
フ
シ

と
し
て
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。た
と
え
ば
元
章
自
身
が
作
曲

し
た
新
作
曲
で
あ
る
《
梅
》
を
見
て
み
よ
う
。

《
梅
》
に
は
明
和
本
で
三
箇
所
、中
音
の
ウ
キ
節
が
あ
る
（
当
然
現
行
に
は
な
い
）。
そ

の
う
ち
二
箇
所
は
『
清
興
謡
口
伝
』
の
ｂ
の
類
の
ウ
キ
フ
リ
で
、
ク
セ
ア
ゲ
ハ
あ
と
の

「
持
て
は
や
せ
し
も
こ
の
はウ

な
を
」、「
ま
た
年
の
端
の
大
なウ

め
に
」
で
、「
こ
の
花
」「
大

甞
」
と
い
う
、こ
の
曲
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
う
べ
き
詞
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
残
る
一
箇

所
は
下
ゲ
ゴ
マ
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
ク
セ
の
終
わ
り
、「
謡
ひ
舞
ふ
そ
の
袖
を
。
移
し

て
い
ざ
や
奏
で
ん
」
の
「
そ
」
に
ウ
が
付
さ
れ
、「
を
」
に
下
ゲ
ゴ
マ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
通
り
に
謡
う
な
ら
ば
「
そ
の
袖
」
全
部
が
中
ウ
キ
で
あ
り
、少
し
長
い
ウ
キ
節
で
あ

る
。
こ
れ
も
大
事
な
言
葉
で
あ
り
、「
そ
の
袖
」
と
は
梅
の
花
を
冠
に
添
え
た
大
嘗
会
の

舞
人
た
ち
が
謡
い
舞
う
そ
の
袖

0

0

0

で
あ
る
と
と
も
に
、そ
れ
を
移
し
て
こ
れ
か
ら
シ
テ
が
舞

う
べ
き
舞
の
袖
で
あ
っ
て
、劇
的
展
開
の
転
換
点
と
も
い
う
べ
き
言
葉
な
の
で
あ
る
。
音

楽
的
展
開
の
上
で
も
、
直
前
の
「
千
代
萬
代
と
」
で
頂
点
に
達
し
た
高
揚
が
「
そ
の
袖
」

を
境
に
解
放
さ
れ
る
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
謡
は
拍
子
の
束
縛
か
ら
解
か

れ
、
高
ら
か
に
歌
が
詠
じ
ら
れ
、
そ
し
て
舞
に
移
っ
て
ゆ
く
、
凝
縮
し
た
場
面
で
あ
る
。

演
者
の
意
識
が
求
心
化
し
、観
客
の
目
も
集
中
す
る
の
が
「
そ
の
袖
」
で
あ
ろ
う
。
ウ
キ

節
は
こ
こ
で
は
自
然
な
抑
揚
と
い
う
よ
り
、強
調
的
な
効
果
を
意
図
し
た
浮
き
や
か
な
フ

シ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。た
し
か
に
現
代
の
耳
に
は
多
少
馴
染
み
に

く
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
か
も
し
れ
な
い
が
、元
章
の
作
曲
意
図
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ウ
キ
節
は
定
着
し
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
フ
シ
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、劇
と
音
楽
の
大
事

な
場
面
に
使
わ
れ
る
効
果
的
な
フ
シ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
4
）
ウ
キ
節
の
継
承

中
音
ウ
キ
節
は
そ
の
後
大
正
年
間
ま
で
謡
わ
れ
て
い
た
。
譜
例
8
と
資
料
3
は
、大
正

三
年
に
大
阪
の
観
世
流
大
西
家
か
ら
独
自
に
発
行
さ
れ
た
常
磐
会
謡
本
と
い
わ
れ
る
謡

本
と
、そ
の
解
説
書
『
謡
曲
秘
伝
書（22）
』
で
あ
る
。
大
西
家
は
『
そ
な
へ
は
た
』
を
著
し
た

岩
井
七
郎
右
衛
門
家
の
筆
頭
弟
子
で
、明
治
初
期
に
岩
井
家
の
芸
統
が
絶
え
た
後
も
そ
の

謡
を
継
承
し
た
家
で
あ
る
。『
謡
曲
秘
伝
書
』
に
お
い
て
も
岩
井
派
音
楽
理
論
の
基
幹
で

あ
る
十
段
音
法
に
基
い
た
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
《
江
口
》
か
ら
引
用
し
よ

う
。

資
料
3

『
謡
曲
秘
伝
書
』

《  

江
口
》（
抜
粋
。
傍
点
筆
者
） 

鵜
殿
の
芦
の
ほ
の
見
え
し 

此
ほ
の
0

0

ヲ 

五
ノ
音
へ
ウ
キ
テ 

見0

ノ
ア
タ
リ
ヨ
リ
六
ノ

音
へ
モ
ド
ス 

流
れ
の
お
ん
な　

お
ん
0

0

と
五
へ
ウ
キ　

な0

ノ
ア
タ
リ
ニ
テ
モ
ド
ス 

思
へ
ば
仮
の
宿　

シ
ヅ
メ　

仮
の
0

0

は
五
へ
ウ
ク

『
そ
な
へ
は
た
』
と
同
じ
く
、
現
行
音
名
で
は
「
五
」
は
中
ウ
キ
、「
六
」
は
中
音
に
相

当
す
る
。
明
和
本
に
あ
っ
た
次
第
の
「
世
の
ほ
か
い
づ
く
」
の
「
世
」
の
ウ
キ
は
常
磐
会

謡
本
に
は
な
く
、逆
に
明
和
本
に
は
な
か
っ
た
「
思
え
ば
仮
の
宿
」
の
「
か
」
に
ウ
キ
が

あ
る（23）
な
ど
、
ウ
キ
節
の
場
所
に
は
異
同
が
あ
る
が
、
近
代
ま
で
こ
れ
が
謡
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
謡
本
の
印
だ
け
で
は
、有
名
無
実
の
記
号
が
形
だ
け
残
さ
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が
、こ
の
記
事
に
よ
っ
て
実
際
に
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
数
年
後
に
、こ
の
フ
シ
は
公
式
に
は
す
べ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
は
じ

め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
三
世
観
世
宗
家
元
滋
に
よ
る
大
正
改
版
観
世
流
謡
曲
正
本
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。そ
の
と
き
ツ
ヨ
吟
の
古
い
謡
い
方
＝
伝
統
的
な
謡
い

方
が
駆
逐
さ
れ
た
の
だ
が
、大
西
家
は
そ
の
伝
統
的
な
謡
い
方
を
最
後
ま
で
保
持
し
て
い

た
家
だ
っ
た
。
ヨ
ワ
吟
の
ウ
キ
節
も
ま
た
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

二
、
近
代
謡
本
に
お
け
る
ウ
キ

本
章
の
構
成
と
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
1
節
で
は
前
章
で
取
り
出
し
た
明
和
本
一
〇
曲
の
ウ
キ
節
を
、近
代
の
代
表
的
版
本

五
種
と
校
合
し
、こ
の
フ
シ
が
大
正
九
年
の
元
滋
本
で
観
世
流
と
し
て
公
式
に
廃
止
さ
れ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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第
2
節
で
は
こ
の
フ
シ
の
廃
止
を
主
張
し
た
刊
行
会
の
見
解
を
紹
介
し
、近
代
の
東
京

の
謡
の
変
化
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
（
1
）
近
代
謡
本
の
「
ウ
」

明
治
維
新
の
危
機
を
経
た
能
楽
界
は
そ
の
後
急
速
に
復
興
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、

観
世
流
は
、能
楽
復
興
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
隆
盛
を
築
い
た
梅
若
家
や
分
家
の
観

世
銕
之
丞
家
、さ
ら
に
観
世
喜
之
家
な
ど
有
力
な
会
派
を
流
内
に
擁
し
て
流
儀
統
一
の
問

題
に
直
面
し
て
い
た
。
梅
若
家
と
は
一
流
樹
立
を
め
ぐ
る
厳
し
い
不
和
状
態
が
長
期
化

し
、
喜
之
家
と
は
謡
本
の
版
権
を
巡
っ
て
裁
判
と
な
り
、
宗
家
（
元
滋
）
側
が
敗
訴
し

た
。
喜
之
家
の
謡
本
は
、同
家
初
代
の
観
世
清
之
（
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
―
明
治
四
二

（
一
九
〇
九
））
の
記
譜
に
も
と
づ
き
、清
之
の
弟
子
丸
岡
桂
が
設
立
し
た
観
世
流
改
訂
本

刊
行
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、詳
し
く
理
論
的
な
記
譜
に
よ
る
優
れ
た
謡
本
で
あ
っ

た
。
し
か
も
同
会
は
、明
治
四
一
年
の
初
版
刊
行
後
も
た
び
た
び
記
譜
を
改
訂
し
解
説
を

加
え
る
な
ど
し
て
版
を
重
ね
て
い
く
。も
と
よ
り
地
方
と
東
京
の
謡
い
方
の
不
統
一
と
い

う
懸
案
を
抱
え
て
い
た
宗
家
に
と
っ
て
、謡
本
改
革
は
急
務
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況

下
で
生
ま
れ
た
の
が
、大
正
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
「
大
正
改
版
観
世
流

謡
曲
正
本
」（
元
滋
本
）
で
あ
る
。
近
代
の
謡
本
改
革
に
お
い
て
ウ
キ
節
が
ど
の
よ
う
な

変
遷
を
た
ど
っ
た
か
、
元
滋
本
ま
で
の
近
代
の
代
表
的
諸
本
の
記
譜
を
比
較
し
よ
う
。

校
合
し
た
謡
本
は
次
の
と
お
り
で
、
表
2
の
下
段
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。

・
梅
若
本
…  

明
治
一
八
年
刊
。
諸
本
に
先
駆
け
て
、明
和
本
以
降
初
め
て
直
シ
入
り
で

刊
行
さ
れ
た
梅
若
派
の
謡
本（24）
。
初
世
梅
若
実
の
節
付
を
写
し
た
と
さ
れ

る
。

・
清
廉
本
…  

明
治
三
二
年
刊
。
当
時
の
観
世
宗
家
二
三
世
清
廉（
慶
応
三（
一
八
六
七
）

―
明
治
四
四
（
一
九
一
一
））
の
名
を
冠
し
て
檜
常
之
助
か
ら
刊
行
さ
れ

た
謡
本
。

・
改
訂
謡
本  

…
明
治
四
一
年
刊
。
観
世
流
改
訂
本
刊
行
会
（
刊
行
会
）
か
ら
初
め
て
刊

行
さ
れ
た
謡
本（25）
。

・
参
考
本
…  

明
治
四
四
年
刊
。『
解
説
参
考
謡
本
』。
刊
行
会
が
、改
訂
謡
本
に
さ
ら
に

改
訂
を
加
え
た
本
。
記
譜
法
を
改
め
頭
注
を
加
え
て
い
る
。

・
元
滋
本
…
大
正
九
年
刊
。『
大
正
改
版
観
世
流
謡
曲
正
本
』。

校
合
欄
に
は
、明
和
本
の
ウ
キ
節
の
開
始
と
終
止
の
二
文
字
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
に
対
し

て
諸
本
で
は
ど
の
よ
う
に
記
譜
さ
れ
て
い
る
か
、
を
示
し
た
。
×
印
は
、
ゴ
マ
の
み
で
ウ

や
ア
、
そ
の
他
の
記
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

ま
ず
、
梅
若
本
と
清
廉
本
の
欄
を
見
る
と
、
両
者
が
明
和
本
の
ウ
の
表
示
を
ほ
ぼ
継
承

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。《
三
井
寺
3
》、《
竹
生
島
1
》
な
ど
、
明
和
本
と
異

な
る
場
合
で
も
こ
の
二
本
は
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

改
訂
謡
本
で
は
ウ
の
数
は
か
な
り
減
っ
て
い
る
も
の
の
、《
井
筒
》《
三
井
寺
》《
俊
寛
》

《
松
風
》《
隅
田
川
》《
羽
衣
》
に
こ
の
フ
シ
を
残
し
て
お
り
、特
に
《
井
筒
》《
俊
寛
》《
松

風
》
な
ど
に
は
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
《
江
口
》《
野
宮
》
に
は
ウ
が

一
例
も
な
い
な
ど
、
曲
に
よ
っ
て
多
寡
が
あ
る
が
、
こ
の
多
寡
は
刊
行
の
順
序
に
一
致
し

て
い
な
い
か
ら
、
刊
行
時
期
に
よ
る
方
針
の
違
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
改

訂
謡
本
で
ウ
キ
節
の
ウ
が
残
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、無
自
覚
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
く
、
謡
う
た
め
に
意
図
的
に
残
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

が
、三
年
後
に
頒
布
の
始
ま
っ
た
参
考
本
に
お
い
て
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
削
除
さ
れ
て

い
る
。
参
考
本
で
ウ
を
残
し
て
い
る
の
は
、《
井
筒
2
・
6
》《
羽
衣
4
》
の
わ
ず
か
三
例

で
、そ
れ
ら
は
例
外
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
改
訂
謡
本
の
節
付
校
訂
を
行
な
っ
た
観
世
清

之
は
明
治
四
二
年
に
没
し
、参
考
本
は
嗣
子
で
あ
る
初
世
喜
之
の
代
の
刊
行
で
あ
る
。
実

質
的
に
は
刊
行
会
の
丸
岡
桂
の
力
が
大
き
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、喜
之
自
身
も
か
な

り
の
理
論
家
で
あ
っ
た
。喜
之
と
桂
が
中
心
と
な
っ
て
わ
ず
か
な
期
間
に
急
ピ
ッ
チ
で
記

譜
法
改
訂
が
進
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
〇
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
元
滋
本
で
は
ウ
が
完
全
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。元
滋
本

の
欄
に
ウ
が
一
つ
も
な
い
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
い
。謡
本
の
版
権
問
題
で
宗
家
か
ら
破
門
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さ
れ
て
い
た
喜
之
も
大
正
四
年
に
は
和
解
し
流
儀
復
帰
し
て
い
る
。
版
権
訴
訟
に
敗
訴

し
、
謡
本
改
革
に
お
い
て
刊
行
会
に
先
を
越
さ
れ
て
い
た
元
滋
に
と
っ
て
、
流
儀
統
制
の

要
で
も
あ
る
統
一
的
な
謡
本
の
発
行
は
、急
務
で
あ
っ
た
。
刊
行
会
の
新
し
い
記
譜
法
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
流
儀
統
一
へ
の
近
道
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
（
2
）
ウ
キ
節
の
廃
止

ウ
の
用
法
の
定
義

参
考
本
が
ウ
の
記
号
の
改
訂
方
針
に
つ
い
て
語
っ
た
重
要
な
記
事
が
あ
る
の
で
抜
粋

し
て
引
用
し
よ
う
。
左
は
、
刊
行
会
主
催
の
雑
誌
『
謡
曲
界
』
誌
上
の
、
質
疑
応
答
欄
の

記
事
で
あ
る
。

資
料
4　

応
問
録 『
謡
曲
界
』
大
正
四
年
三
月
号
収
載

普
通
の
謡
本
に
は
古
来
の
慣
習
に
よ
り
、
故
意
に
浮
か
せ
て
謡
ふ
も
の
も
、
自
然
に

謡
は
る
ゝ
も
の
即
ち
音
の
性
質
上
故
意
に
謡
ふ
が
如
く
に
響
く
も
の
も
孰
れ
も
、
ウ

又
は
中
の
記
号
を
用
ふ
れ
ど
も
、　
（
略
）　

甚
だ
紛
ら
は
し
き
記
号
法
な
り
と
の
考

へ
よ
り
、
参
考
謡
本
に
て
は
故
意
に
謡
ふ
も
の
は
残
し
お
き
、
自
然
に
謡
は
る
ゝ
も

の
は
直
接
に
は
其
効
力
尠
き
も
の
と
し
て
一
切
削
り
去
り
た
る
次
第
な
り
。

絶
対
音
高
を
定
め
な
い
謡
に
お
い
て
ウ
は
極
め
て
基
本
的
な
記
号
で
あ
り
、そ
れ
ゆ
え

第
一
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
記
号
で
あ
る
。
詳
述
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、ウ
と
い
う

記
号
の
整
備
は
こ
の
後
も
、
梅
若
・
刊
行
会
・
宗
家
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
記
譜
法
改
訂

の
重
要
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
ゆ
く
。
右
は
近
代
に
お
け
る
、ウ
の
記
号
に
対
す
る
本

格
的
整
備
の
第
一
歩
で
あ
る
。

「
故
意
に
浮
か
せ
る
」
ウ
と
「
自
然
に
謡
は
る
ゝ
」
ウ
の
違
い
と
は
、
音
階
構
成
音
と

し
て
明
確
な
音
程
関
係
で
謡
わ
れ
る
音
と
、文
意
や
心
持
の
表
現
に
よ
り
自
然
発
生
的
に

生
ま
れ
る
音
の
違
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
中
音
の
ウ
で
あ
れ
ば
、音
階
の
中
ウ
キ
音

の
高
さ
ま
で
上
る
こ
と
を
期
範
と
す
る
の
か
、
音
程
を
問
題
と
せ
ず
自
由
に
浮
く
の
か
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
、第
一
章
第
3
節
で
検
討
し
た
こ
と
と
そ
の
ま
ま
重

な
る
問
題
で
あ
り
、
前
章
で
は
、
ウ
キ
節
の
ウ
キ
は
江
戸
後
期
に
は
明
確
に
中
ウ
キ
の
音

位
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
結
論
付
け
た
。
大
正
初
期
の
『
謡
曲
秘
伝
書
』
で
も
そ
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
た
。
が
、
同
じ
大
正
初
期
に
ウ
キ
節
は
、
東
京
で
は
「
自
然
に
謡
は
る
ゝ

も
の
」
と
み
な
さ
れ
る
ほ
ど
音
程
の
定
ま
ら
な
い
フ
シ
に
変
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

参
考
本
で
は
、
ウ
と
い
う
記
号
を
、
音
階
音
と
し
て
の
ウ
キ
の
音
位
ま
で
上
が
る
指
示

記
号
と
定
義
し
、そ
こ
ま
で
上
が
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ウ0

を
削
除
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
は
一

定
の
評
価
が
で
き
る
も
の
の
、表
2
で
残
さ
れ
た
三
箇
所
以
外
の
六
三
個
の
ウ
が
す
べ
て

そ
の
よ
う
な
削
除
さ
る
べ
き
例
で
あ
る
と
は
俄
に
は
肯
き
難
い
。ウ
キ
節
が
中
ウ
キ
ま
で

上
が
ら
な
く
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
。参
考
本
の
見
解
を
さ
ら
に
見
て
み
よ

う
。

ウ
キ
節
の
廃
止

資
料
5
は
参
考
本
頒
布
の
際
の
付
録
と
し
て
、
謡
愛
好
家
か
ら
の
質
問
を
募
集
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

資
料
5　

解
説
参
考
謡
本
付
録
『
質
疑
通
信
』
第
二
巻
第
四
集
付
録　

大
正
二
年
二
月
号

〔
三
一
問
〕  

杜
若
七
ノ
一
「
當
時
そ
の
例
ま
れ
な
る
故
に
」
の
「
ま
れ
」
の
二
字
を
浮

か
せ
て
稽
古
せ
る
も
参
考
本
に
は
此
事
な
し
浮
か
せ
ぬ
も
の
に
や　
（
大

阪　

狂
謡
生
）

〔
答
〕  「
ま
れ
」
を
浮
き
て
習
ひ
し
と
は
恐
ら
く
は
発
問
者
の
僻
耳
な
る
べ
し
、「
當
時

其
例
」
と
中
音
に
て
謡
ひ
来
り
「
ま
れ
」
の
二
字
を
中
ノ
ウ
キ
に
謡
ひ
、
二
た

び
中
音
に
復
り
て
「
な
る
故
に
」
と
謡
ふ
如
き
は
他
に
其
例
な
き
の
み
な
ら
ず

頗
る
奇
異
な
る
謡
ひ
方
と
謂
ふ
べ
け
れ
ば
な
り
。
元
来
「
ま
」
の
音
は
広
が
り

易
く
し
て
聊
か
浮
け
る
如
く
に
も
響
く
も
の
な
れ
ど
こ
ゝ
に
て
は
決
し
て
中
ノ

ウ
キ
に
謡
ふ
べ
か
ら
ず
、
謡
本
に
よ
り
て
は
「
ま
」
に
ウ
キ
を
附
し
た
る
も
あ
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れ
ど
、
こ
は
謡
ひ
方
の
記
号
に
あ
ら
ず
し
て
音
の
聞
え
を
示
せ
る
も
の
と
見
る

べ
し
。

明
和
本
で
は
こ
の
箇
所
は
大
幅
に
改
変
さ
れ
て
い
る
た
め
、
該
当
す
る
部
分
が
無
い

が
、清
廉
本
や
梅
若
本
に
は
確
か
に
こ
の
箇
所
に
ウ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
質
問
者
が
尋
ね

て
い
る
フ
シ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
中
音
ウ
キ
節
だ
が
、
回
答
者
は
こ
れ
を
「
僻
耳
」「
奇
異

な
る
謡
ひ
方
」
と
、
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
。
中
ウ
キ
ま
で
上
げ
て
は
上
げ
過
ぎ

だ
、
と
い
う
答
で
は
な
く
、
ウ
は
「
謡
ひ
方
の
記
号
に
あ
ら
ず
」
と
し
て
、
大
阪
で
こ
の

謡
い
方
が
稽
古
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
フ
シ
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
背
景
は
、
次
の
記
事
か
ら
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

資
料
6　

解
説
参
考
謡
本
緒
言
（
第
一
巻
第
一
集
巻
頭
所
収
）

此
に
写
し
此
に
説
き
た
る
節
附
は
現
時
東
京
に
行
は
る
ゝ
観
世
流
一
般
の
節
に

し
て
特
に
故
観
世
清
之
翁
の
弟
子
に
教
へ
た
る
所
に
従
ふ
も
の
な
り
。

こ
こ
か
ら
考
え
る
べ
き
こ
と
は
二
点
あ
る
。
ま
ず
、参
考
本
の
節
付
が
「
清
之
翁
の
教

え
に
従
う
も
の
」
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
な
ら
ば
、清
之
の
ウ
キ
節
の
謡
い

方
が
が
す
で
に
「
聊
か
浮
け
る
如
く
に
も
響
く
」（
資
料
5
）
程
度
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。清
之
は
い
う
ま
で
も
な
く
幕
末
か
ら
明
治
二
八
年
ま
で
三
〇
年
間
梅
若
家
に
在

籍
し
、
初
世
実
の
薫
陶
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
の
謡
が
す
で
に
そ
う
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。『
清
興
謡
口
伝
』
に
説
か
れ
た
、
は
っ
き
り
浮
か
せ
る
謡
い
方
は
、

文
化
年
間
の
実
態
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、幕
末
ま
で
の
五
〇
年
ほ
ど
で
殆
ど
浮

か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。ツ
ヨ
吟
の
場
合
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
上
方
と
東
京
の
芸
態
の
乖
離
も
、
こ
の
時
代
に
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、清
之
は
改
訂
謡
本
で
明
和
本
や
梅
若
本
に
な
い
中
音
ウ
キ
節
を
独
自
に

書
き
込
ん
だ
り
し
て
い
る（26）
の
で
、ほ
と
ん
ど
浮
か
な
い
フ
シ
に
わ
ざ
わ
ざ
ウ
を
記
す
だ
ろ

う
か
と
い
う
疑
問
は
依
然
あ
る
。
も
と
よ
り
、参
考
本
の
節
付
が
ウ
以
外
の
点
で
も
清
之

時
代
の
改
訂
謡
本
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
表
2
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
清
之
翁

の
教
え
」
を
掲
げ
る
の
は
、
む
し
ろ
節
付
を
変
え
る
（
自
然
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
に
せ

よ
）
こ
と
の
正
当
化
の
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
点
目
は
「
東
京
の
観
世
流
」
を
標
榜
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
東
京
に
行
は
る
ゝ
観

世
流
」
と
い
う
言
葉
は
、他
の
地
域
の
観
世
流
と
の
違
い
が
顕
著
と
な
っ
た
状
況
を
端
的

に
表
す
も
の
だ
ろ
う
。
社
会
の
近
代
化
に
伴
う
感
受
性
の
変
化
と
、そ
れ
を
反
映
し
た
謡

の
変
化
が
東
京
で
は
急
速
に
進
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。低
音
域
の
内
部
で
音

を
上
下
さ
せ
、
時
に
は
ウ
キ
を
大
き
く
扱
う
、
や
や
も
す
れ
ば
謡
の
流
れ
を
停
滞
さ
せ
か

ね
な
い
こ
の
フ
シ
よ
り
、直
線
的
で
簡
潔
な
謡
い
方
の
方
が
近
代
的
で
好
ま
し
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
近
代
的
な
演
劇
観
に
よ
っ
て
、能
の

演
じ
方
に
も
ド
ラ
マ
と
し
て
の
表
現
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
過
剰
に
よ
っ
て
演
劇
と
し
て
の
凝
縮
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
、い
わ
ば
音

楽
優
先
の
謡
い
方
よ
り
ド
ラ
マ
優
先
の
表
現
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
《
隅
田
川
》
の
終
盤
で
、
表
2
の
《
隅
田
川
4
・
5
・
6
》
の
三
個
の
ウ
キ

節
が
謡
わ
れ
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
る
。左
の
ゴ
シ
ッ
ク
の
文
字
が
ウ
キ
フ
リ
と
中
マ
ワ

シ
で
あ
る
。「
声
の
中
よ
り
。
幻
に
見
え
け
れ
ば
。
あ
れ
は
我
子
か
。
母
に
て
ま
し
ま
す

か
と
。
互
い
に
。
手
に
手
を
取
り
交
わ
せ
ば
ま
た
。
消
え
消
え
と
な
り
ゆ
け
ば
。
い
よ
い

よ
。
思
い
は
真
澄
鏡
。
面
影
も
ま
ぼ
ろ
し
も
。
見
え
つ
。
隠
れ
つ
す
る
ほ
ど
に
」。
三
個

の
ウ
キ
節
は
い
ず
れ
も
定
型
ど
お
り
で
、『
清
興
謡
口
伝
』
に
よ
れ
ば
大
き
く
浮
か
せ
る

タ
イ
プ
の
フ
シ
で
あ
る
。し
か
し
音
の
上
げ
下
げ
が
言
葉
の
求
心
力
を
弱
め
る
こ
と
も
あ

る
。
近
代
的
な
感
性
は
、
抑
制
的
な
謡
に
よ
っ
て
演
劇
的
効
果
を
高
め
る
方
を
選
ん
で

い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
章
第
4
節
で
例
示
し
た
《
江
口
》
の
シ
テ
謡
「
思
え

ば
仮
の
宿
」に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
謡
本
改
革
の
先
頭
に
立
っ
た
喜

之
家
と
し
て
は
、謡
そ
の
も
の
の
改
革
の
一
つ
と
し
て
こ
の
フ
シ
を
排
除
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

元
滋
が
流
儀
の
正
本
と
し
て
の
大
正
改
版
に
お
い
て
こ
の
フ
シ
を
排
除
し
た
こ
と
に
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よ
っ
て
、こ
の
フ
シ
は
公
式
に
観
世
流
か
ら
消
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ツ
ヨ
吟
の
伝
統
的

な
謡
い
方
が
古
い
謡
い
方
と
し
て
統
制
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
ヨ
ワ
吟
に
お
い
て
も
、
中

音
ウ
キ
節
が
古
い
謡
い
方
と
し
て
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
キ
節
は
、や
が
て
は
自
然
消
滅
す
る
運
命
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ウ
キ
節
が

ど
の
時
代
の
ど
の
よ
う
な
嗜
好
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
汎
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、能
の
音
楽

の
歴
史
的
な
志
向
性
を
映
し
出
す
問
題
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

江
戸
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、「
中
音
↓
中
ウ
キ
↓
中
音
」
と
い
う
動
き
の
フ

シ
が
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。ま
た
こ
の
フ
シ
の
二
種
の
定
型
と
そ
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
が
一
般
的
な
フ
シ
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し

た
。
声
を
浮
か
せ
て
戻
す
だ
け
の
単
純
な
フ
シ
で
は
あ
る
が
、
場
面
に
よ
っ
て
、
言
葉
の

強
調
や
浮
き
や
か
な
表
現
を
も
た
ら
す
こ
と
の
で
き
る
フ
シ
だ
っ
た
。本
稿
で
ウ
キ
節
と

仮
称
し
た
こ
れ
ら
の
フ
シ
に
は
少
な
か
ら
ぬ
用
例
が
あ
り
、過
去
の
ヨ
ワ
吟
の
音
進
行
の

パ
タ
ー
ン
の
一
つ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
中
音
の
ウ
キ
節
は
少
な
く
と
も
大
正
期
ま
で
謡
わ
れ
て
い
た
が
、
謡
表
現
の
時

代
的
変
化
と
近
代
謡
本
の
記
譜
改
革
の
機
運
に
よ
っ
て
、公
式
に
は
大
正
九
年
の
大
正
改

版
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。な
お
近
代
の
観
世
流
謡
本
の
系
統
と

記
譜
法
改
革
の
歩
み
に
つ
い
て
は
別
稿
で
あ
ら
た
め
て
論
じ
た（27）
。

課
題
の
一
つ
は
こ
の
フ
シ
が
い
つ
か
ら
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。唐
突
な
よ
う

で
は
あ
る
が
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
《
江
口
》
の
「
鵜
殿
の
芦
の
ほ
の
見
え
し
」
に
は
、

「
ほ
」の
横
に
下
ハ
ル
と
書
か
れ
て
い
る
。
明
和
本
で
ウ
と
書
か
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

勿
論
現
行
五
流
共
に
下
ハ
ル
と
い
う
節
付
は
な
く
、
室
町
・
戦
国
期
の
主
だ
っ
た
写
本
の

節
付
に
も
こ
の
記
号
の
解
明
に
つ
な
が
る
よ
う
な
痕
跡
は
見
い
だ
せ
ず
、意
味
不
明
の
ま

ま
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。
が
、
中
音
ウ
キ
節
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
下
ハ
ル
と
は
下
音
域

（
現
在
の
中
音
以
下
）
に
お
い
て
声
を
張
る
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
写
本
時
代

に
痕
跡
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、世
阿
弥
の
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
と
言
う
こ

と
は
で
き
な
い
が
、下
音
域
内
部
で
所
々
音
を
浮
か
せ
る
（
張
る
）
こ
と
が
時
代
を
通
じ

て
あ
り
、そ
れ
が
江
戸
時
代
に
フ
シ
と
し
て
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
ぼ
ろ
げ
に
考
え
て
い
る（28）
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
こ
の
フ
シ
が
あ
ま
り
浮
か
な
く
な
っ
た
、
つ
ま
り
廃
れ
は
じ
め

た
の
は
い
つ
頃
か
ら
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。謡
本
と
伝
書
を
あ
た
っ
て
い
く
こ
と
で
も

う
少
し
解
明
で
き
る
か
と
思
う
。

謡
は
あ
る
意
味
で
音
程
よ
り
も
フ
シ
や
技
巧
を
大
事
に
し
て
い
る
音
楽
で
あ
り
、そ
こ

に
は
時
代
の
価
値
観
が
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
フ
シ
や
技
巧
の
探
究
は
、謡
の
実

像
を
明
ら
か
に
し
、謡
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
目
指
し
て
き
た
表
現
や
美
意
識
を
探
る
カ

ギ
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

本
稿
は
東
洋
音
楽
学
会
第
67
回
大
会
発
表
「
明
和
改
正
謡
本
の
節
付
「
ウ
」
―
江
戸

中
期
能
楽
観
世
流
の
中
音
旋
律

―
」（
二
〇
一
六
年
一
一
月
）、お
よ
び
六
麓
会
例
会

発
表
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）、
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝

統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究「
音
曲
面
を
中
心
と
す
る
能
の
演
出
の
進

化
・
多
様
化
」（
代
表
藤
田
隆
則
）
例
会
発
表
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
を
も
と
に
補

足
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。各
研
究
会
の
席
上
に
お
い
て
多
く
の
先
生
か
ら
貴
重
な
御

意
見
と
御
教
示
を
賜
り
、
特
に
フ
シ
や
抑
揚
の
概
念
に
つ
い
て
、
ま
た
記
譜
と
い
う
行

為
に
つ
い
て
、貴
重
な
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

ま
た
明
和
改
正
謡
本
の
閲
覧
と
掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能

研
究
セ
ン
タ
ー
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注1　

近
代
以
降
の
ヨ
ワ
吟
の
変
化
と
し
て
、
上
ウ
キ
と
ク
リ
の
音
程
が
縮
ま
り
ク
リ
の
音
高
が
下
が
っ
た

こ
と
が
音
源
資
料
そ
の
他
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
統
制
に
よ
る
変
化
で
は
な
く
時
代
的
な

変
化
で
あ
る
。

2　

山
口
庄
司
は
「
色
定
法
聞
書
と
そ
な
へ
き
」（『
能
音
楽
の
研
究
・
地
方
と
中
央
』〔
一
九
八
五
年　

音

楽
之
友
社
〕
所
収
）
に
お
い
て
、「『
明
和
改
正
謡
本
』
に
お
け
る
ウ
記
号
の
存
在
は
少
な
く
、
し
か
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（
四
十
）

も
浮
く
だ
け
で
な
く
も
と
の
音
系
に
も
ど
る
と
い
っ
た
広
い
役
目
を
も
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る

（
二
四
三
頁
）。
論
考
の
主
旨
は
異
な
り
、
こ
の
ウ
キ
に
関
し
て
も
こ
れ
以
上
の
言
及
は
な
い
が
、
管

見
で
は
、
こ
れ
が
こ
の
フ
シ
に
関
す
る
従
来
唯
一
の
発
言
と
思
わ
れ
る
。
注
15
参
照
。

3　

明
和
本
以
外
の
江
戸
期
の
直
シ
入
の
版
本
と
し
て
は
、
万
治
二
年
衣
更
着
山
本
長
兵
衛
本
や
元
禄
四

年
孟
春
小
河
多
左
衛
門
本
に
代
表
さ
れ
る
『
当
流
拾
遺
大
成
謡
』
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
本

で
は
、
入
、
イ
ロ
（
イ
）、
ア
タ
リ
（
ア
）
な
ど
が
多
数
記
さ
れ
、
特
に
『
当
流
拾
遺
大
成
謡
』
で

は
、
音
の
上
げ
下
げ
を
指
示
す
る
ウ
キ
（
ウ
）
や
落
シ
（
ヲ
）
な
ど
、
旋
律
に
直
接
関
わ
る
記
号
も

相
当
数
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
謡
の
段
落
な
ど
に
打
た
れ
る
囃
子
の
打
切
も
ま
た
ウ
と
書
か
れ

る
が
、
こ
れ
は
記
入
さ
れ
た
場
所
に
よ
っ
て
容
易
に
区
別
が
で
き
る
。
注
5
参
照
。

4　
『
謡
を
楽
し
む
文
化
』
藤
田
隆
則
・
丹
羽
幸
江
・
高
橋
共
著
。〔
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽

研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
〕
所
収
。
中
音
ウ
キ
節
へ
の
言
及
は
一
五
二
頁
。

5　
『
当
流
拾
遺
大
成
謡
』
は
元
禄
年
間
に
小
河
多
左
衛
門
、
古
藤
七
郎
兵
衛
、
船
戸
半
兵
衛
ら
に
よ
っ
て

数
度
に
わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
直
シ
・
間
拍
子
・
小
書
・
頭
注
・
装
束
付
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
。

6　

元
和
卯
月
本
に
は
全
百
曲
の
う
ち
の
六
〇
曲
に
中
の
記
号
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
中
音
の
音

位
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
上
音
へ
の
上
昇
過
程
に
お
け
る
経
過
的
な
中
ウ
キ
を
表
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
従
っ
て
音
階
主
要
音
を
示
す
記
号
で
は
な
い
。

7　

現
存
す
る
最
も
信
頼
で
き
る
写
本
は
観
世
流
シ
テ
方
大
西
智
久
氏
蔵
の
直
恒
自
筆
本
で
あ
る
。
直
恒

の
考
案
口
授
を
も
と
に
高
弟
君
家
義
知
が
著
述
し
、
直
恒
の
息
信
精
が
校
正
し
た
上
で
直
恒
自
身
が

筆
写
し
た
も
の
で
、
義
知
に
よ
る
年
記
は
天
明
六
年
。
大
谷
節
子
氏
所
蔵
の
写
真
で
閲
覧
し
た
。
こ

れ
を
底
本
と
し
て
「
京
観
世
謡
伝
書
『
そ
な
へ
は
た
』
解
題
と
翻
刻
」
大
谷
節
子
・
松
居
郁
子
〔
神

戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
四
五
巻
所
収
。
二
〇
一
二
年
〕
に
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

8　

岩
井
家
の
明
和
本
批
判
に
つ
い
て
は
大
谷
節
子
「
京
観
世
岩
井
家
の
明
和
本
批
判
―
岩
井
七
郎
右
衛

門
家
旧
蔵
文
書
か
ら
―
」〔『
能
と
狂
言
』
第
六
号
、
二
〇
〇
八
年
〕
に
詳
し
い
。

9　

詳
細
は
注
7
「
京
観
世
謡
伝
書
『
そ
な
へ
は
た
』
解
題
と
翻
刻
」
お
よ
び
注
4
『
謡
を
楽
し
む
文
化
』

を
参
照
さ
れ
た
い
。

10　

こ
の
音
階
図
は
横
道
萬
里
雄
「
能
の
音
楽
」〔『
能
劇
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
〕
の
音
階

図
（
同
書
七
九
頁
）
を
、任
意
の
高
さ
で
五
線
譜
に
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
同
書
で
の
名
称
「
ヨ

ワ
音
階
」
を
「
ヨ
ワ
吟
音
階
」
と
し
、
下
ノ
中
音
を
加
え
る
な
ど
一
部
変
更
を
加
え
て
い
る
。
横
道

に
よ
る
原
始
ヨ
ワ
吟
音
階
の
根
拠
は
一
五
八
三
年
奥
書
の
『
塵
芥
抄
』、中
期
ヨ
ワ
吟
音
階
の
根
拠
は

一
八
〇
四
年
頃
成
立
の
『
豊
原
文
秋
筆 

篳
篥
譜
』
で
あ
る
。

11　

大
成
版
で
も
例
外
的
に
、
下
音
の
マ
ワ
シ
の
肩
に
ウ
と
記
し
て
中
音
に
上
る
こ
と
を
示
す
節
付
が
あ

る
。
ウ
が
中
音
を
表
し
て
い
た
名
残
で
あ
ろ
う
。

12　

下
音
の
フ
リ
は
、
サ
シ
の
終
わ
り
な
ど
拍
子
不
合
の
部
分
に
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
拍
子
合
の
部
分

に
は
非
常
に
少
な
い
。
拍
子
不
合
型
の
フ
リ
は
、
ユ
リ
や
引
キ
に
類
す
る
謡
わ
れ
方
で
、
本
稿
で
問

題
に
し
て
い
る
ウ
キ
フ
リ
等
の
フ
シ
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
除
外
す
る
。
こ
れ
ら
拍
子
不
合
型

の
句
末
の
フ
リ
は
『
そ
な
へ
は
た
』
に
お
い
て
も
ユ
リ
の
部
類
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

13　

注
11
参
照
。

14　

表
章
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
―
謡
本
の
部
』〔
一
九
六
五
年 

わ
ん
や
書
店
〕
に
よ
る
分
類
。
内
組
Ｍ

は
、
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
初
め
ま
で
の
観
世
流
内
組
の
組
み
合
わ
せ
。

15　

山
口
庄
司
は
、「
色
定
法
聞
書
と
そ
な
へ
き
」（
注
1
）
に
お
い
て
、
明
和
本
《
江
口
》
の
ウ
の
数
を

一
五
個
と
し
て
い
る
（
同
書
二
四
三
頁
）。
が
、筆
者
は
明
和
本
《
江
口
》
を
甲
乙
丙
三
種
の
版
（
大

森
雅
子
「
明
和
本
に
関
す
る
一
考
察
―
そ
の
諸
版
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
よ
る
。
参
考
文
献
参
照
）
で

調
べ
た
が
、
ウ
の
記
載
箇
所
、
記
載
数
に
は
三
種
と
も
違
い
が
な
く
、
記
載
数
は
二
八
個
で
あ
る
。

ま
た
氏
は
同
じ
頁
で
大
成
版
の
《
江
口
》
の
ウ
の
数
を
一
〇
二
個
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
筆
者
算

定
の
一
五
〇
個
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

16　

大
成
版
の
記
号
で
あ
る
少
ウ
二
箇
所
、（
ウ
）
一
箇
所
の
ほ
か
、
マ
ワ
シ
の
肩
の
ウ
な
ど
す
べ
て
の
ウ

を
含
ん
で
い
る
。《
井
筒
》
も
同
じ
く
少
ウ
二
箇
所
、（
ウ
）
一
箇
所
を
含
ん
で
い
る
。
注
15
参
照
。

17　

観
世
文
庫
蔵
。
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
り
閲
覧
し
た
。〔
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
1
／
5
／
3
〕

18　

大
成
版
で
は
ツ
ヨ
吟
の
ウ
は
限
ら
れ
た
特
殊
な
場
合
に
し
か
使
わ
れ
な
い
が
、
明
和
本
で
は
「
落
葉

の
尽
き
せ
ぬ
は
」「
何
時
ま
で
も
君
が
代
に
」《
高
砂
》
な
ど
ツ
ヨ
吟
の
ウ
キ
フ
リ
が
多
く
見
ら
れ
る

ほ
か
、
フ
リ
を
伴
わ
な
い
ツ
ヨ
吟
の
ウ
キ
も
多
く
見
ら
れ
る
。

19　

た
だ
し
、
藤
田
隆
則
『
能
の
ノ
リ
と
地
拍
子
―
リ
ズ
ム
の
民
族
音
楽
学
』〔
二
〇
一
〇
年　

檜
書
店
〕

一
九
四
頁
に
よ
れ
ば
、天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
年
）
の
識
語
を
持
つ
『
素
謡
要
略
』〔
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
〕
に
は
、
地
拍
子
の
文
字
配
置
が
現
代
の
そ
れ
に
や
や
近
い
形
で
書
か
れ
て

お
り
、
江
戸
後
期
の
平
ノ
リ
の
リ
ズ
ム
が
現
代
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

20　

元
禄
七
年
孟
春
小
河
多
左
衛
門
版
で
確
認
。

21　

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
の
『
万
治
二
年
衣
着
山
本
長
兵
衛
本
』（
一
六
五
九
）
お

よ
び
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
の
同
書
、
観
世
文
庫
蔵
の
一
四
世
清
親
書
入
れ
の
あ
る
謡
本
「
観

世
流
五
番
綴
謡
本
内
組
綴
変
本
」（
元
本
は
延
享
二
年
か
。〔
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
42
／
２
／
３
〕）
な

ど
。

22　

常
磐
会
謡
本
、『
謡
曲
秘
伝
書
』
と
も
に
大
正
3
年
刊
行
。
発
行
所
常
磐
会
、
増
補
訂
正
相
続
者
大
喜

多
信
秀
。

23　

注
21
の
諸
本
も
同
様
で
あ
る
。

24　

奥
付
に
は
有
志
の
依
頼
に
よ
り
百
部
限
り
出
版
し
た
と
あ
り
、
小
梅
洲
の
署
名
、
お
よ
び
筆
写
と
し

て
梅
若
馥
の
名
が
あ
る
。
梅
若
馥
は
梅
若
家
分
家
の
薫
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
初
世
梅
若
実
の
原
本

に
よ
っ
て
節
付
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。〔
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
。
鴻
一
四
10
〕。
な
お

初
世
実
の
節
付
を
残
す
も
の
と
し
て
、
同
文
庫
蔵
、
明
治
一
二
〜
一
四
年
檜
常
介
本
〔
鴻
一
四
1
㋺
〕

が
あ
り
、
前
記
の
小
梅
洲
の
謡
本
に
補
足
的
に
書
き
入
ら
れ
た
朱
の
直
シ
は
、
こ
の
初
世
実
の
節
付

と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。

25　

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
―
図
書
室
蔵
。

26　

改
訂
謡
本
で
は
、
井
筒
ク
セ
「
友
達
か
た
ら
い
て
」
の
「
ら
」
に
、
独
自
に
ウ
を
記
し
て
い
る
。
フ

リ
と
結
合
し
た
典
型
的
な
中
音
の
ウ
キ
節
で
あ
る
。
注
27
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

27　

拙
稿
「
謡
本
か
ら
見
た
梅
若
家
と
観
世
喜
之
家
―
近
代
観
世
流
の
節
付
改
革
」〔『
武
蔵
野
大
学
能
楽

資
料
セ
ン
タ
―
紀
要
』
第
二
八
号 

二
〇
一
七
年
三
月
〕

28　

世
阿
弥
自
筆
能
本
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
『
謡
を
楽
し
む
文
化
』（
注
2
）
一
五
二
頁
に
お
い
て
言
及

し
た
こ
と
を
断
り
お
く
。
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（
四
十
一
）

参
考
文
献

大
谷
節
子
・
松
居
郁
子　

二
〇
一
二
「
京
観
世
謡
伝
書
『
そ
な
へ
は
た
』
解
題
と
翻
刻
」
神
戸
女
子
大
学

文
学
部
紀
要
四
五
巻

大
森
雅
子　

一
九
八
三　
「
明
和
本
に
関
す
る
一
考
察
―
そ
の
諸
版
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
観
世
』
一
九
八
三

年
五
月
号

高
桑
い
づ
み　

二
〇
一
五「
下
間
少
進
手
沢
車
屋
本
節
付
考
―
桃
山
時
代
の
謡
の
フ
シ
を
考
え
る
―
」『
能
・

狂
言
・
謡
の
変
遷 

世
阿
弥
か
ら
現
代
ま
で
』
檜
書
店

丹
羽
幸
江　

二
〇
〇
六　
「
江
戸
期
能
楽
観
世
流
『
明
和
改
正
謡
本
』
の
記
譜
法
―
〈
梅
〉
の
イ
ロ
を
中
心

に
―
」
昭
和
音
楽
大
学
研
究
紀
要

藤
田
隆
則　

二
〇
一
〇　
『
能
の
ノ
リ
と
地
拍
子
―
リ
ズ
ム
の
民
族
音
楽
学
』
檜
書
店

三
宅

一　

一
九
七
八　
『
節
の
精
解
』
新
訂
版　

檜
書
店

横
道
萬
里
雄　

一
九
八
六　
「
能
の
音
楽
」「「
文
秋
譜
」
の
能
音
階
」『
能
劇
の
研
究
』　

岩
波
書
店

本
稿
は
平
成
28
〜
30
年
度
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
能
の
略
式
演
奏
の
歴
史

と
現
在
―
新
し
い
演
出
形
態
を
構
想
す
る
た
め
に
」（
研
究
課
題
番
号
Ｊ
Ｐ
１
６
Ｋ
０
２
２
４
５
）
の
研
究

成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
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四
十
二
）

The Kanze School of Noh: Standardizing fushi (melody) 
in the modern era – focusing on uki melody types in yowa-gin 

(the melodic chanting mode)

TAKAHASHI Yoko

Before the advent of audio-visual recording technology, utai (or noh singing) was transmitted orally.  Musical notation of 

utai-bon (vocal scores of noh) was not systematized, and was kept secret within the acting families.  Needless to say, the 

actual performance of utai showed a wide variety of individual and regional differences in terms of melody and techniques.

By the time of Motoshige KANZE (1895-1939), the 24th head of the Kanze School, Noh was extremely popular 

throughout the country and many local groups existed.  Motoshige embarked on unifying the Kanze School and 

standardizing its art.  To that end, Motoshige published official vocal scores (utai-bon) utilizing his newly revised musical 

notation.  It is well documented that as a result, the old style tsuyo-gin (the dynamic chanting mode)  was lost.   Meanwhile, 

there are very few studies done as to how yowa-gin (the melodic chanting mode) was affected by Motoshige’s endeavor.  

First, this paper introduces the uki melody types that Motoshige abolished or integrated.  Secondly, this paper attempts to 

investigate what changes utai expression underwent in the modern era due to Motoshige’s standardizing efforts.       

Key words: Motoakira KANZE,   Kiyoshi KANZE,  Naotsune IWAI、 Meiwa-kaisei-utai-bon,  Sonaehata


